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地域交流情報セン
ター（新図書館）
整備事業

中央地区（旧西条
クリニック）公園
整備事業

小広場整備事業

共同店舗整備事業

ＪＲ伊予西条駅
南口広場整備事業

ＪＲ伊予西条駅
南北自由通路整備
事業

情報案内板
整備事業

アクアトピア悠歩
事業

地域交流情報センター（新図書館）整備事業
　情報化社会への対応可能な地域交
流情報センター機能のある図書館を
整備します。エントランスホール内
のアクアフォーラムは、本市の特色
を紹介するコーナーとして来館者に
うちぬきに関する興味関心を促し、うちぬきの歴史・文化の情
報を模型やパネル、ビデオなどで視聴できる空間としています。

共同店舗整備事業
　西条商店街の北側に位置する紺屋町商店街において共同建替
を実施し、西条商店街の拠点となる商業施設を整備します。

タウンマネージャー設置事業
　多岐にわたる事業間の連携や総合調整など、中心市街地活性
化協議会の適正な運営の司令塔として外部から人材を招き、タ
ウンマネージャーを設置します。

中央地区（旧西条クリニック）公園整備事業
　賑わいの拠点として、緑陰広場の整備やアクアトピア水系を
活用した親水空間、小規模なイベントの開催も可能な芝生広場、
親水広場などの整備を行います。

小広場整備事業
　中心市街地のアクアトピアや商店街などを散歩コースとする
市民も多いことから、うちぬき広場などとのネットワークを図
りながら、商店街周辺にうちぬきが飲めて、休憩のできる小広
場を整備します。また、来訪者に安全で安心して回遊してもら
うために、市内の観光情報や位置案内なども整備します。

情報案内板整備事業
　中心市街地の回遊性の創出を図る
ため、駐車場や商店街、公共施設の
位置などを示す案内板（地図・サイ
ン等）や、イベントなどの情報板の
整備を行います。

アクアトピア悠歩事業
　本市は街角の随所に「うちぬき」が
わき出る水の都です。鉄道歴史パーク
ｉｎＳＡＩＪＯや、現在整備中の地域
交流情報センター（新図書館）を訪れ
る観光客、市民を街なかに誘導し、ゆ
ったりと回遊してもらうための「西条水めぐりマップ」を作成
して、ボランティアガイド（水めぐり案内人）の案内で、商店
街やアクアトピア水系を中心とする施設などを回遊します。

ＪＲ伊予西条駅南北自由通路整備事業
　ＪＲ予讃線によって南北に分断されている市街地において、
ＪＲ伊予西条駅に南北自由通路を整備します。駅南側にはロー
タリー機能を有した南口広場の整備を行います。この事業によ
って南口利用者の利便性が飛躍的に向上するとともに、北口の
鉄道歴史パークｉｎＳＡＩＪＯと連携の取れた南口の整備が行
えることとなります。

ＪＲ伊予西条駅南口広場整備事業
　南北自由通路の整備に併せて、駅南側にロータリー機能を有
した南口広場やアクセス道路の整備を行います。

主な事業（計画期間内に37事業を実施予定）

区域図　面積：約140ha

　

西
条
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
が
、
去
る
７
月
９
日
に
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
関
係
者
の
参
加
や
協
力
を
得
て
作
成
し
た
、
中
心
市
街

地
に
お
け
る
都
市
機
能
の
増
進
・
経
済
活
力
の
向
上
を
総
合
的
か
つ
一
体

的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
で
、
今
後
は
国
か
ら
の
集
中
的
・

効
果
的
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
認
定
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
た
事
業
の

実
施
に
よ
り
、
市
民
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
、
目
標
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
は
「
ま
ち
の
顔
」
と
も

言
う
べ
き
地
域
で
あ
り
、
活
性
化
さ
れ

た
中
心
市
街
地
は
、
各
地
域
ひ
い
て
は

我
が
国
全
体
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
多
く
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
（
自
動
車
の
大
衆
化
現
象
）

の
進
展
、
流
通
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ

る
大
規
模
集
客
施
設
の
郊
外
立
地
、
居

住
人
口
の
減
少
な
ど
に
伴
っ
て
衰
退
が

進
み
、
経
済
活
力
の
維
持
な
ど
に
支
障

が
生
じ
た
り
、
生
ず
る
恐
れ
が
あ
っ
た

り
す
る
状
況
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

社
会
を
迎
え
て
い
る
中
で
、
都
市
機
能

の
無
秩
序
な
拡
散
に
歯
止
め
を
か
け
、

多
様
な
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集

積
し
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
含
め
た

多
く
の
人
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
、

歩
い
て
暮
ら
せ
る
、
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

地
域
住
民
な
ど
が
相
互
に
密
接
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
、

平
成
16
年
以
降
、
人
口
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は

24
・
０
％
（
平
成
17
年
国
勢
調
査
）
と

10
年
間
で
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
商
店
街
の
歩
行
者
・

自
転
車
通
行
量
の
減
少
や
、
商
店
街
の

空
き
店
舗
率
の
増
加
に
よ
っ
て
、
賑
わ

い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
近
年
で
は
、

小
売
店
舗
数
や
従
業
者
数
、
年
間
商
品

販
売
額
が
減
少
し
、
商
業
の
衰
退
が
う

か
が
え
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ

や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用

者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

西条市中心市街地活性化基本計画

中
心
市
街
地
の
現
状

基本計画の概要
計画期間

基本理念

目標指標・数値

基本方針

平成20年７月～平成25年３月（４年９カ月）

目標指標①

参考目標指標

目標指標②

休日の商店街歩行者・自転車通行量

居住人口

空き店舗率

計画について：市庁舎本館産業振興課　産業政策係　　　℡0897－52－1220
事業について：市庁舎別館都市計画整備課　都市計画係　℡0897－52－1238お問い合わせ先
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　消防団が消火活動を行うことは当
然のことですが、夜間の困難な活動
にもかかわらず１名の負傷者も出す
ことなく見事に延焼を食い止めたこ
とは日頃からの訓練の成果であると
団員の皆様に感謝をしております。
　今後も西条市消防団は、西条市・
消防本部と一丸となり、自らの町は
自らが守るという熱い気持ちを持っ
て、市民の皆様の「安全・安心」を
守っていくよう努力してまいりたい
と思っています。

　過去の山火事の経験で、水が無ければ山火事は消えないとの認識か
ら、暗闇の中、重さ約100㎏ある小型動力ポンプやホースなどの資器
材を、火災が迫る世田山頂上に中継する消防団員の皆さん。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[写真提供：愛媛新聞社]

　

８
月
24
日
・
17
時
10
分
ご
ろ
、
今
治
市
朝
倉
上
の
笠
松
山
（
標

高
３
５
７
㍍
）
中
腹
か
ら
発
生
し
た
山
林
火
災
が
延
焼
拡
大
し
、

今
治
市
内
の
山
林
約
１
０
７
㌶
を
焼
失
し
ま
し
た
。

　

火
災
が
西
条
市
と
の
境
界
に
迫
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
８
月

25
日
・
16
時
30
分
に
山
林
火
災
対
策
本
部
を
設
置
し
、
市
消
防
職

員
42
名
・
市
職
員
25
名
・
消
防
団
員
３
８
４
名
を
召
集
す
る
と
と

も
に
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
お
よ
び
自
衛
隊
の
災
害

派
遣
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

市
境
の
世
田
山
（
標
高
３
３
９
㍍
）
ま
で
迫
っ
た
火
災
を
防
ぐ

た
め
、
現
地
山
林
火
災
対
策
指
揮
本
部
の
指
揮
に
よ
り
、
世
田
山

の
ふ
も
と
に
あ
る
世
田
薬
師
駐
車
場
東
側
の
池
か
ら
頂
上
ま
で
、

ポ
ン
プ
車
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
な
ど
20
台
と
ホ
ー
ス
88
本
を
延
長

し
て
中
継
送
水
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
夜
間
で
危
険
が
伴
う
中
、

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
強
力
ラ
イ
ト
の
明
か
り
を
頼
り
に
重
い

資
器
材
を
担
い
で
約
１
４
０
０
㍍
の
山
道
を
登
り
、
中
継
送
水
の

準
備
が
完
了
後
、
夜
通
し
の
警
戒
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

翌
26
日
未
明
に
は
、
市
境
ま
で
20
㍍
付
近
に
迫
っ
た
火
の
手
を

放
水
で
食
い
止
め
る
こ
と
に
成
功
し
、
西
条
市
へ
の
延
焼
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
山
林
火
災
に
出
動
さ
れ
ま
し
た

消
防
団
員
の
皆
様
に
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
消

火
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
治
市
朝
倉
上
の
笠
松
山
中
腹
か
ら
発
生

し
た
山
林
火
災
は
、
８
月
25
日
夕
方
か
ら
市

境
で
あ
る
世
田
山
頂
上
に
延
焼
す
る
勢
い
で

火
の
手
が
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
西
条

市
消
防
団
３
８
４
名
が
重
さ
約
１
０
０
㌔
も

あ
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
な
ど
20
台
と
消
防
ホ

ー
ス
88
本
を
頂
上
ま
で
中
継
し
て
消
火
活
動

を
行
い
、
延
焼
を
食
い
止
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
日
ご
ろ
か
ら
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
消
防
体
制
、
消
防

戦
術
な
ど
西
条
市
消
防
団
が
高
い
水
準
を
有

し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
西
条
市
の
「
消

防
力
」
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
が

安
心
し
、
安
全
に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

地
震
・
火
災
・
風
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時

に
地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
の
充
実
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
消
防
団
協

力
事
業
所
制
度
の
早
期
実
施
お
よ
び
自
衛
消

防
組
織
と
の
協
力
体
制
の
強
化
、
な
ら
び
に

消
防
団
に
必
要
な
装
備
の
充
実
確
保
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

団
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
ご
尽
力
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
お
礼
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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市
で
は
、
11
月
１
日
の
市
制
施
行
記
念
の
日
に
、
社
会
公
共
の
福
祉
に
ご
尽
力

さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
模
範
と
な
る
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
る
方
々
お
よ
び
団
体
の
ご
功
績
を
紹
介
し
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

栄
誉
を
た
た
え
て
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

高橋良治 氏
　　   　（樋之口）
　永年にわたり、自治会
等の要職にあって、地域
福祉やコミュニティ活動
の推進に貢献されました。

永井登三郎氏
　    （丹原町長野）
　永年にわたり、老人ク
ラブ等の要職にあって、
高齢者福祉の向上に貢献
されました。

秦　昭二 氏
　　　　   （飯岡）
　永年にわたり、社会教
育の推進、文化財の保護
等、教育文化の振興に貢
献されました。

三木秋男 氏
　 　　   （禎瑞）

　永年にわたり、水環境
の専門家として、市はも
とより、全国的に活躍さ
れる等、生活環境や教育
文化の振興に貢献されま
した。

塩出卓也 氏
   （小松町新屋敷）
　市内における建物火災
発生時において、逃げ遅
れた住人を救出し、人命
を救助されました。

白石　充 氏
　 　　　（禎瑞）
　永年にわたり、土地改
良区等の要職にあって、
地域産業の振興に貢献さ
れました。

越智良子 氏
　　　   （船屋甲）
　川で溺れている児童を
救出し、人命を救助され
ました。

今井良隆 氏
   （小松町新屋敷）
　市内における建物火災
発生時において、逃げ遅
れた住人を救出し、人命
を救助されました。

越智　賢 氏
　　　   （三津屋）
　永年にわたり、自治会
等の要職にあって、社会
福祉やコミュニティ活動
の推進に貢献されました。

越智　豊 氏
　　　   （船屋甲）
　川で溺れている児童を
救出し、人命を救助され
ました。

水野琇次郎氏
     （小松町新屋敷）
　永年にわたり、自治会
等の要職にあって、地域
福祉やコミュニティ活動
の推進に貢献されました。

四国鉄道ＯＢ会
　　　（香川県高松市）

　平成19年に四国鉄道文化館等を
開館するにあたり、約400点もの
資料を無償で市に寄贈または貸与
され、市の観光振興に貢献されま
した。

　市民表彰受賞者の方々に対する表彰
式を、次のとおり行います。
　市民の皆さん、お誘い合わせのうえ
ご出席ください。

問合せ　市庁舎本館総務課　総務係　
　　　　TEL0897－52－1256

日時　　11月１日㈯　10時

場所　　総合文化会館
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社会を明るくする運動
　作文コンテスト入賞者発表
社会を明るくする運動
　作文コンテスト入賞者発表

■
西
条
東
中
学
校

○
先
人
の
教
え
か
ら
考
え
る
こ
と

　
　
　
　
　

三
野
進
悟
（
３
年
）

○
こ
の
世
界
で
生
き
る
と
い
う
こ

　

と
　
　

川
田
理
紗
子
（
３
年
）

■
西
条
西
中
学
校

○
生
き
て
い
る
意
味

　
　
　
　
　

白
上
亜
弥
（
３
年
）

○
当
た
り
前
の
人
間
に
な
り
た
い

　
　
　
　
　

福
田
桃
季
（
３
年
）

■
西
条
南
中
学
校

○
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
誕
生
日

　
　
　
　
　

木
藤
啓
介
（
２
年
）

○
美
し
い
「
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り

　
　
　
　
　

髙
橋
実
璃
（
２
年
）

■
西
条
北
中
学
校

○
部
活
動
で
見
つ
け
た
大
切
な
こ

　

と
　
　
　

淺
木
俊
博
（
３
年
）

○
夢
を
も
つ
こ
と

　
　
　
　
　

横
内
杏
菜
（
３
年
）

■
東
予
東
中
学
校

○
家
族
や
家
庭
面
か
ら
考
え
る
明

　

る
い
社
会
　

　
　
　
　
　

塩
崎
裕
真
（
３
年
）

○
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
に

　
　
　
　
　

山
内
智
美
（
３
年
）

■
東
予
西
中
学
校

○
白
球
を
追
い
か
け
て
ど
こ
ま
で

　

も
　
　
　

髙
橋
祐
平
（
３
年
）

○
音
楽
が
く
れ
た
元
気

　
　
　
　

志
賀
由
里
絵
（
３
年
）

■
河
北
中
学
校

○
「
一
生
懸
命
」
が
社
会
を
明
る

　

く
す
る
　

松
木
崇
人
（
２
年
）

○
自
分
に
素
直
に

　
　
　
　

日
野
な
つ
み
（
２
年
）

■
丹
原
東
中
学
校

○
生
か
さ
れ
て
　

　
　
　
　
　

秋
吉
秀
哉
（
３
年
）

○
自
分
と
向
き
合
っ
て

　
　
　
　
　

青
野
和
世
（
３
年
）

■
丹
原
西
中
学
校

○
明
る
い
社
会
の
第
一
歩

　
　
　
　
　

玉
井
博
之
（
３
年
）

○
私
が
笑
顔
に
し
て
あ
げ
た
い

　
　
　
　

越
智
優
里
会
（
３
年
）

■
小
松
中
学
校

○
犯
罪
と
非
行
の
な
い
社
会
に
す

　

る
た
め
に
　

佐
伯
將
（
３
年
）

○
犯
罪
に
つ
い
て

　
　
　
　

近
藤
智
恵
里
（
３
年
）

　「社会を明るくする運動」西条地区実施委員会が市内中学
生を対象に実施した「社会を明るくする運動」作文コンテス
トに多数の応募が寄せられ、応募作品の中から次の作品が優
秀作品に選ばれました。（敬称略）

　本年度、市では農業振興地域整備計画（農振計
画）の見直しを行うこととしており、８月29日㈮に
農業協同組合、土地改良区など市内の農業関係団体
の代表者（68名の委員）による第１回西条市農業振
興地域整備計画推進協議会を開催しました。
　農振計画とは、長期にわたり総合的に農業の振興
を図るべき地域を明らかにするとともに、土地の有
効利用と農業の健全な発展を図ることを目的とした
計画で、生産性の高い農業基盤や農村の環境整備な
どを進める上でとても大切な計画です。
　開会に先立ちあいさつをした伊藤市長は、「市の
農業の中心的な役割を担っている委員の皆さんのご
意見を賜りながら、市の現状に即した、より良い計
画にしていきたい」と述べました。
　この計画の見直しは、新市になって初めて行われ
るもので、今後は協議会を中心に具体的な見直し作
業を行い、市全体の農業振興を、より一体的に推進
していくこととしています。

▲委員委嘱式（左）と、活発な議論が交わされた協議会（右）

問合せ　市庁舎本館農林水産課　農政係
　　　　℡0897－52－1216
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後期高齢者医療保険料の改善策・国民健康保険税の年金天引きなど

後期高齢者医療保険料等の説明会を開催します

○後期高齢者医療保険料について
　市庁舎本館国保医療課　医療係　℡0897－52－1212
　各総合支所市民福祉課
○国民健康保険税について
　市庁舎本館市民税課　国保税係　℡0897－52－1274

　今年４月 1日から始まった後期高齢者医療（長寿医療）制度は、高齢者の方々が将来にわたって
安心して医療を受け続けられるようにするため、長い議論を経て創設された制度です。
　保険料については、一人ひとりの所得に応じて公平に負担いただくとともに、窓口に出向いて納
めていただく手間をおかけしないよう、原則として年金からの天引き（特別徴収）としていますが、
今年６月に、低所得の方々へのさらなる軽減措置や一定の条件下での納付方法の選択制などの改善
策が政府において決定されました。また、国民健康保険税についても、今年４月から特別徴収する
仕組みが設けられました。
　こうした改正を踏まえ、後期高齢者医療制度の概要や制度について一層のご理解をいただくため、
各公民館で説明会を開催します。お住まいの地域に関わらず、ご都合の良い会場にお越しください。

65歳以上の国民健康保険・後期高齢者医療保険の被保険者の皆さんへ

■所要時間　約１時間（内容は各回とも同じ）

　前半の30分：後期高齢者医療保険料について

　後半の30分：国民健康保険税の年金天引きについて

■申し込み　不要。直接会場にお越しください。

▼説明会の場所・日時
場所

西条公民館 10／２㈭ 14：30～14：00～
神拝公民館 10／10㈮ ９：00～ ９：30～
大町公民館 10／７㈫ 14：00～ 14：30～
玉津公民館 10／10㈮ 14：30～ 15：00～
飯岡公民館 10／１㈬ 13：30～ 14：00～
神戸公民館 10／10㈮

10／３㈮
10／９㈭
10／７㈫
10／８㈬
10／３㈮

10：00～ 10：30～
橘公民館 13：30～ 14：00～
禎瑞公民館 10：30～ 11：00～
氷見公民館 10：00～ 10：30～
加茂公民館 14：00～ 14：30～
大保木公民館 13：30～ 14：00～

10／１㈬
10／１㈬
10／２㈭
10／３㈮
10／８㈬
10／８㈬
10／９㈭
10／10㈮
10／10㈮

周布公民館 10：30～ 11：00～
吉井公民館 13：30～ 14：00～
多賀公民館 13：30～ 14：00～
壬生川公民館 13：30～ 14：00～
国安公民館 10：30～ 11：00～
吉岡公民館 13：30～ 14：00～
三芳公民館 10：30～ 11：00～
楠河公民館 13：30～ 14：00～
庄内公民館 10：30～ 11：00～

10／７㈫
10／８㈬
10／２㈭
10／１㈬
10／３㈮

丹原公民館 10：00～ 10：30～
徳田公民館 10：00～ 10：30～
田野公民館 10：00～ 10：30～
中川公民館 10：00～ 10：30～
桜樹公民館 10：00～ 10：30～

10／９㈭
10／10㈮

小松公民館 13：30～ 14：00～
小松農村環境改善センター 13：30～ 14：00～

西
条

東
予

丹
原

小
松

月日 後期高齢者
医療保険料

国民健康
保険税

問
合
せ

国民健康保険税の年金天引き

低所得の方々に対する軽減措置の拡大

後期高齢者医療保険料の口座振替が可能に

①平成21年度以降は、基礎年金だけで暮らしてお
　られるような所得が低い世帯（被保険者の全員
　が年金収入で80万円以下）の方は、保険料が９
　割軽減となります。
　ただし、平成20年度については、７割軽減の方
　は8.5割軽減となります。
②住民税が非課税のような所得の低い方（年金収
　入で153万円から211万円まで）は、所得割が半
　分程度に軽減されます。

　特別徴収で保険料を納めている方で、次の①②
に該当する方は、市で手続きをしていただくと、
口座振替で保険料を納めることができます。
①これまで２年間、国民健康保険税の納め忘れが
　なかった方ご本人が、口座振替で支払う場合
②世帯主・配偶者が、本人（年金180万円未満の
　方）に代わって納める場合
※世帯全体の所得税や住民税が減額となる場合が
　あります。

　国民健康保険に加入している65歳から74歳までの方の
国民健康保険税について、年金から天引き（特別徴収）
する仕組みが、今年４月から設けられました。

後期高齢者医療保険料の改善策
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　東予運動公園内に建設中の屋内運動場の名称を、
７月に募集したところ、市内外から550の作品が寄
せられました。ご応募くださいました皆さん、誠に
ありがとうございました。
　選考の結果、市内の久米宏美さん（下島山甲）と
平塚雅士さん（周布）の応募作品を合わせて、正式
名称を「ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ」に決定し
ました。
　名称決定に当たり、久米さんからは「今年は子ど
もが誕生した年なので、よい記念になります。子ど
もの成長と併せて『ビバ・スポルティアＳＡＩＪ
Ｏ』がスポーツの拠点として発展することを、心よ
りお祈り申し上げます」、平塚さんからは「まさに
ビバ（万歳）です！　今後とも注目していきたいと
思います」とのお言葉を寄せていただきました。

【語意説明】　ビバ：万歳
　　　　　　スポルティア：「スポーツ」と「ティアラ（冠など）」を組み合わせた言葉

▲建設中のビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ（内観）

問合せ・完成記念イベントの申込先：市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

問合せ　日本女子ソフトボールリーグ愛媛大会実行委員会事務局（越智）　℡090－8698－9347
　　　　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

「ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ」のオープンを前に、次の完成記念イベントを開催します。

　日本女子ソフトボールリーグ愛媛大会（１部リーグ）が
今年も西条市で開催されます。
　北京オリンピックで金メダルを獲得したソフトボール日
本女子代表選手が多数来西し、日本中に感動を与えてくれ
たトップレベルの技術を目の前で観戦することができます。
この絶好の機会をお見逃しなく！

■無料開放日　10月13日(月)「体育の日」
■無料開放する施設　別表のとおり
■問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255
※施設は譲り合って使用してください。（予約不可）
※体育館では上履きシューズをはいて使用してください。

日時　11月２日(日)　10時　※小雨決行
場所　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

対象　小学生（経験者）
定員　約100人

日時　11月２日(日)　12時　※小雨決行
場所　東予運動公園

対象　市内の小学生
チーム構成　男女別・学年別で１チーム４人構成

日時　11月３日(月)　９時　※小雨決行
場所　ひうち陸上競技場
　運動の基本である「走る・投げる・跳ぶ」の要素を
組み合わせた体力測定を行います。
対象　市内の小学生以上　　定員 200人（先着順）

測定種目　50ｍ走、ソフトボール投げ、立ち幅跳び
※50ｍ走では特別講師に高野進氏をお迎えし、測定前の
　ストレッチ・走法などを指導していただきます。
記録証　参加者全員に市長と高野氏連名の記録証を交付
　するとともに、市ホームページで記録を公表します。
申込方法　所定の申込書にて10月17日(金)までに提出。

講師　高野　進氏
陸上400ｍ走の日本記録保持者。ロサンゼルス、
ソウル、バルセロナと３回のオリンピックに出場
し、バルセロナでは日本人選手として64年ぶりに
陸上短距離で決勝進出という偉業を成し遂げる。
現在は、東海大学准教授等として活躍中。

コース　東予運動公園球技場をスタート・中継・ゴール
　地点として、運動公園内を周回します。
距離　小学１・２年生：約２㎞（約500ｍ×４人）
　　　小学３～６年生：約４㎞（約１㎞×４人）
スタート時間　小学１年生から学年別に、20分間おきに
　スタートします。（第１スタートは12時30分）

▼組合せ・試合開始時間

▼来西予定の金メダリスト（敬称略） ▼　入場料　▼

ルネサス高崎　　　ＶＳ　Ｈｏｎｄａ

大　人：1,200円
中高生：　800円
※小学生以下は無料。

戸田中央総合病院　ＶＳ　レオパレス21

Ｈｏｎｄａ　　　　ＶＳ　戸田中央総合病院

ルネサス高崎所属：乾　絵美（捕手・主将）　　上野由岐子（投手）
　　　　　　　　　峰　幸代（捕手）　　　　　三科真澄（内野手）

レオパレス21所属：佐藤理恵（内野手・主将）　藤本索子（内野手）

ルネサス高崎　　　ＶＳ　レオパレス21

10月18日

10月19日

10時30分

13時

10時30分

13時

※各写真は昨年の大会にて撮影。

小松武道館 武道場 ９時～17時

ひうち体育館
アリーナ
トレーニング室

トレーニング室、
卓球場、弓道場

９時～22時

小松体育館 アリーナ ９時～22時

丹原体育館 アリーナ ９時～22時

東予体育館
トレーニング室 ９時～22時

アリーナ、卓球室 18時～22時

ひうち陸上競技場

総合体育館

無料開放する施設

無料開放する施設

開放時間

開放時間

トラック

アリーナ

第１・第２格技室

13時～19時

15時～22時

９時～22時

９時～17時

西条西部体育館
格技室 ９時～17時

アリーナ ９時～22時

各チームの第41回リーグ戦戦績
○ルネサス高崎
　14勝１敗　リーグ戦順位１位
○レオパレス21
　10勝５敗　リーグ戦順位４位
○戸田中央総合病院
　４勝11敗　リーグ戦順位９位
○Ｈｏｎｄａ
　３勝12敗　リーグ戦順位10位
（平成20年９月14日　第７節・第２日終了現在）
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女子野球ワールドカップ オーストラリア代表チーム

京
都
産
業
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サ
ッ
カ
ー
部

和歌山大学 サッカー部硬式野球部

履正社医療スポーツ
　　　　　専門学校
　サッカー専攻クラス　

甲
南
高
等
学
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野
球
部

大阪産業大学　硬式テニス部

大阪市立大学　女子ラクロス部

同志社大学 バドミントン部軟式野球部
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篤山旧邸も当日のみ無料開放さ
れますので、この機会にゆっく
り見学してはいかがでしょうか。
　また、小松温芳図書館郷土資
料室では、篤山関係資料の展示
や篤山の業績をパネルなどで紹
介する特別展が11月１日から29
日まで開催されます。今回、初
公開される資料もあり、当時の
文化や篤山の生活の一端が見ら
れる特別展となっています。
　文化の日には、歴史と文化のまちに伝わる伊予聖人・近
藤篤山の教えや教育精神に触れて、これからの教育や文化
について考えてみませんか。

「これが　ホントの青田刈り! !」
　　　　　　　　　      　《心をつなぐ三世代交流事業》

　夏休みも大詰めの８月29日、丹原町池田の田んぼで、時
ならぬ青稲の刈り取り風景が…!?
　これは丹原小学校ＰＴＡ池田支部（渡部克彦支部長）と
池田老人クラブ員、そして丹原小４～６年生児童ら約30人
による農業体験を通した三世代交流でした。
　本来なら10月中旬、黄金色に実った稲穂を収穫するはず
なのに、やっと穂が出始めたばかりの青々とした稲を、な
ぜ今刈り取ってしまうのでしょうか？
　同支部では昨年、地域に呼びかけて小正月行事「とうど
うさん」を復活。伝統継承と世代間交流が目的でした。予
想以上の好反響を得て、今年は材料の藁（わら）も農作業
体験を兼ねてみんなで調達することになりました。稲が実

る前に刈り取るときれいな藁ができると聞き、地域の有志
のご協力で約５アール分の稲苗を育ててきました。三世代
で力を合わせて刈り取り、束ね、稲木に架けた青稲は、乾
燥させた後倉庫で保管し、とうどうさん作りを待つのです。
　渡部さんたちがめざすのは、みんなが自発的に参加でき、
楽しみながら触れ合えるような活動。“この子どこの子で
はなく、どの世代も顔が見え、名前のわかる人と人とのつ
ながりを復活させたい”という今後の交流活動に、地域の
人々からも大きな期待が寄せられています。

浜北条線の約3.5kmの幹線道路沿いにゆったりと整備され
た歩道で、平成13年にこの区間全線に照明設備が整備され、
昼夜を通してウォーキングを楽しめるようになりました。
今の時期、日が暮れて涼しくなってから仲間同士で楽しく
ウォーキングをしている人や、ウォーキングをしながらボ
ランティアでゴミを拾っている人
などの姿も見られます。ただ、気
軽にできるウォーキングですが、
無理はしない、水分を補給するな
どの注意が必要です。１年を通し
てできるウォーキングは、四季の
移り変わりを体で感じることがで
きます。さあ、今日から楽しくウ
ォーキングをはじめ、メタボラー
からの脱却をめざしましょう。

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

東予総合支所

丹原総合支所

小松総合支所

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせするコー
ナーです。

▲  近藤篤山
　 旧邸内

　黄色いジュータンのような菜の花畑

「脱、メタボラー！　レッツ　ウォーキンぐ～!!」
　　　　　　　　　      　　　　《ウォーキングロード》

　「メタボリック・シンドローム」･･･ 最近よく耳にする
言葉ですが、日本語では代謝症候群と言われ、内臓脂肪の
蓄積が主な要因で、糖や脂質の代謝が低下し、動脈硬化の
発生率が高くなり、さまざまな病気を引き起こしやすくな
ります。そこで、メタボリックの解消に効果があることで
注目されているのが「ウォーキング」です。
　ウォーキングは、脂肪燃焼の効率が良い、高脂血症・動
脈硬化の改善、持久力向上で体質改善の効果が図られるな
ど、気軽にできる健康法のひとつです。
　今回ご紹介するのは、東予地域でウォーキングの絶好の
場所として知られている「ウォーキングロード」です。東
予総合支所から北交流センター（三芳地区）までの市道楠

伊予聖人近藤篤山顕彰事業「篤山先生とその教育」
　　　　　　　　　      　　　　（伊予聖人   近藤篤山④）

　７月号から３回に渡って、伊予聖人・近藤篤山をご紹介
してきましたが、地域の先人である篤山をもっと多くの人
に知ってもらい、その教育精神などを学ぶことによって心
豊かな教育文化を実感できるまちづくりをめざして、11月
３日に伊予聖人近藤篤山顕彰事業「篤山先生とその教育」
が開催されます。
　メイン会場の小松公民館では、小松地域の小・中・高校
４校の児童・生徒が篤山について学んだ成果の発表や、記
念講演が行われるほか、篤山遺愛の椿「篤山椿」をはじめ
とする小松地域特有の椿を中心とした椿写真展もあわせて
開催されます。その篤山椿の原木がある県指定史跡・近藤

▲

復
活
し
た

　

と
う
ど
う
さ
ん

▲
青
田
刈
り
の
様
子

JR三芳駅

三芳出張所 大明神川

R１９６

JR壬生川駅
東予総合
支所東予丹原

IC

ウォーキング
ロード

▲ 篤山椿
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■
得
意
技
は
一
貫
作
業

　

 

「
岸
壁
が
な
い
か
ら
海
上
輸
送

は
で
き
な
い
け
ど
、
陸
送
で
き
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
何
で
も
作
る
自

信
が
あ
り
ま
す
」
と
宮
田
鉄
工
㈱

宮
田
須
社
長
は
語
る
。

　

宮
田
鉄
工
は
昭
和
29
年
創
業
。

製
鉄
や
製
紙
な
ど
の
工
場
で
使
用

す
る
大
型
産
業
機
械
の
製
造
・
組

立
・
試
運
転
ま
で
の
作
業
を
一
貫

し
て
実
施
で
き
る
の
が
、
他
社
に

は
な
い
宮
田
鉄
工
の
強
み
だ
。

　

宮
田
鉄
工
の
転
機
は
、
昭
和
40

年
代
後
半
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
大
手
企

業
か
ら
の
指
導
に
基
づ
く
部
品
加

工
を
主
と
し
て
い
た
が
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
大
手
企
業
が
工

程
の
見
直
し
を
行
い
、
こ
れ
ま
で

の
加
工
作
業
に
加
え
、
組
立
・
試

運
転
ま
で
の
一
貫
し
た
作
業
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

宮
田
鉄
工
は
、
こ
の
時
代
の
要

望
に
い
ち
早
く
反
応
し
、
自
ら
大

型
産
業
機
械
の
組
立
・
試
運
転
ま

で
を
行
う
企
業
へ
と
転
換
、
単
独

で
製
品
を
納
入
で
き
る
企
業
と
し

て
成
長
し
て
い
っ
た
。

■
人
材
育
成
が
企
業
活
動
の
要

　

宮
田
社
長
が
重
視
し
て
い
る
の

が
、
若
手
を
中
心
と
し
た
産
業
人

材
の
育
成
で
あ
る
。
た
と
え
設
備

が
整
っ
て
い
て
も
、
卓
越
し
た
技

術
を
備
え
る
人
材
が
な
け
れ
ば
会

社
は
動
か
な
い
。
若
手
を
一
流
の

職
人
に
育
て
る
に
は
、
10
年
な
い

し
20
年
も
の
長
い
期
間
が
必
要
で

あ
る
が
、
宮
田
社
長
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
溢
れ
、
モ
ノ
作
り
が
大
好

き
な
若
手
人
材
に
期
待
し
、
毎
年

新
入
社
員
を
採
用
し
続
け
て
い
る
。

    

「
私
自
身
、
ど
ん
な
仕
事
が
来

て
も
何
で
も
や
っ
て
み
よ
か
！
と

い
う
気
持
ち
で
い
ま
す
。
う
ち
の

社
員
の
思
い
も
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
」
宮
田
鉄
工
は
モ
ノ
作
り
へ
の

熱
い
思
い
で
溢
れ
て
い
る
。

（
レ
ポ
ー
タ
ー
：
技
術
相
談
室
ア

ド
バ
イ
ザ
ー　

永
田
）

　

サ
イ
ク
ス
で
は
各
種
起
業
家
教

育
事
業
を
通
し
、
将
来
を
担
う
次

世
代
層
の
育
成
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

８
月
11
日
か
ら
22
日
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
は
、
県
内
外
の
大
学

か
ら
計
８
名
の
大
学
生
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
実
習
生
を
受
け
入
れ
、

中
高
生
対
象
の
起
業
家
教
育
事
業

「
う
ち
ぬ
き
創
造
塾
」
の
計
画
か

ら
評
価
ま
で
の
実
践
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
習
生
が
体
験
し
ま
し
た
。

実
習
を
通
し
、
大
学
生
は
働
く
こ

と
の
意
義
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

      　

   

宮
田
鉄
工
株
式
会
社
（
丹
原
町
池
田
）

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今月は、市内企業の所有する様々な技術
を紹介する「我が社の得意技」などについ
てお知らせします。

47

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　

実
習
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た

完成した大型産業機械

の試運転を発注者と一

緒に見守る

実
習
を
終
え
て
の
感
想

　

松
山
大
学　

越
智
亜
裕
美

　
　
　
　
　
（
西
条
市
三
芳
出
身
）

　

私
は
こ
の
夏
、
サ
イ
ク
ス
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
ち
ぬ
き
創

造
塾
の
計
画
、
実
施
、
評
価
を
通

し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
と

難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
創
造

塾
で
行
っ
た
企
業
訪
問
で
は
、
西

条
市
で
働
く
人
々
か
ら
自
分
の
仕

事
に
対
す
る
誇
り
や
熱
い
思
い
を

感
じ
ま
し
た
。
２
週
間
の
研
修
で

私
は
西
条
の
良
さ
を
再
確
認
し
、

自
分
に
多
く
の
課
題
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
私
の
将
来
に
生
か
す
べ
く
、
こ

れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲　実習生によるうちぬき創造塾準備の様子　
　（写真上）と参加者との記念撮影（写真下）
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こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
９

月
１
日
現
在
の
申
請
な
ど
に
基
づ

い
て
作
成
し
、
12
月
５
日
に
名
簿

の
登
録
を
確
定
し
ま
す
。

　

今
回
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
な

い
と
、
名
簿
の
有
効
期
間
で
あ
る

１
年
間
は
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

登
録
に
該
当
す
る
方
は
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
期
間

　

10
月
20
日
㈪
～
11
月
３
日
㈪

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所
・
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

　

結
婚
50
周
年
（
金
婚
）
を
迎
え

ら
れ
た
ご
夫
婦
を
９
月
26
日
㈮
に

開
催
し
た
老
人
福
祉
大
会
で
お
祝

い
し
ま
し
た
が
、
追
加
し
て
届
出

を
受
け
付
け
ま
す
。

■
対
象

　

昭
和
33
年
中
に
婚
姻
届
を
出
さ

れ
た
ご
夫
婦
で
、
市
へ
金
婚
の
届

出
を
さ
れ
て
い
な
い
ご
夫
婦

■
届
出
方
法

　

届
出
先
に
あ
る
届
出
書
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
、
10
月

24
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
届
出
先

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
す
べ
て

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
の
種
類
は
３
つ
に
分
か
れ

て
お
り
、
加
入
手
続
き
や
保
険
料

の
納
付
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
結

婚
や
就
職
な
ど
で
年
金
の
種
類
が

変
わ
っ
た
方
は
、
２
週
間
以
内
に

加
入
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
付
方
法
・
加
入
届
出
先

○
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
の
方
、
農
業
や
漁
業
に

従
事
し
て
い
る
方
、
無
職
の
方
な

ど
は
保
険
料
を
自
分
で
納
め
ま
す
。

　

加
入
届
出
は
、
市
役
所
の
年
金

窓
口
で
行
い
ま
す
。

○
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
な
ど
に
勤
め
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

な
ど
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

が
加
入
者
に
代
わ
っ
て
国
民
年
金

に
必
要
な
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

　

加
入
届
出
は
、
勤
務
先
な
ど
で

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
す

る
と
自
動
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

○
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
方
は
、
第
２
号

被
保
険
者
と
同
様
に
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
が
加
入
者
に
代
わ
っ

て
国
民
年
金
に
必
要
な
費
用
を
負

担
し
ま
す
。

　

加
入
の
届
出
は
、
扶
養
し
て
い

る
配
偶
者
（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
勤
務
先
な
ど
で
行
い
ま
す
。

■
受
給
資
格

　

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
み

期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
を
合
計

し
た
期
間
が
25
年
以
上
あ
る
こ
と

で
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

が
で
き
ま
す
。
保
険
料
納
付
済
み

期
間
が
40
年
（
20
歳
～
60
歳
）
で

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
期
間
は
60
歳

ま
で
で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
65
歳

ま
で
任
意
加
入
が
で
き
ま
す
。

　

60
歳
ま
で
に
受
給
資
格
を
満
た

し
て
お
ら
ず
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
が
な
い
方
は
、
任
意
加
入

す
る
こ
と
で
受
給
資
格
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

第
１
号
被
保
険
者
の
方

○
市
庁
舎
本
館
市
民
課　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

第
２
・
３
号
被
保
険
者
の
方

　

新
居
浜
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
０
０

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

結
婚
50
周
年
の
ご
夫
婦
を
お
祝

い
し
て
い
ま
す
（
追
加
受
付
）

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

忘
れ
ず
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う

　漁業センサスは、わが国の水産業の実態を明らかにするため、５年ごとに全国一斉に実
施する調査です。漁業者や水産関係者の方々のところへ、統計調査員が調査票への記入の
お願いに伺いますので、調査へのご理解とご協力をお願いします。
　調査した内容は統計資料作成のためだけに使用します。

■問合せ　市庁舎本館総務課　統計係　℡0897－52－1390 農林水産省・愛媛県・西条市
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浄
化
槽
は
適
正
に
維
持
管
理
さ

れ
て
い
な
い
と
、
放
流
水
質
が
悪

化
し
て
、
身
近
な
生
活
環
境
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
浄
化
槽
法
に
よ
っ
て

浄
化
槽
の
設
置
者
は
、
次
の
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
保
守
点
検
の
実
施

　

浄
化
槽
が
正
常
に
働
く
よ
う
に

装
置
の
調
整
・
修
理
・
消
毒
剤
の

補
充
等
を
行
う
作
業
で
、
処
理
方

式
や
規
模
に
よ
っ
て
点
検
回
数
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
守
点
検

は
県
の
登
録
業
者
が
行
い
ま
す
。

○
清
掃
の
実
施

　

汚
泥
の
引
き
抜
き
や
機
器
類
の

洗
浄
を
行
う
作
業
で
す
。
清
掃
は

市
の
許
可
業
者
が
行
い
ま
す
。

○
法
定
検
査
の
実
施

　

保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行

わ
れ
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正
し
く

発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
検
査
で
す
。
法
定
検
査
は

県
の
指
定
を
受
け
た
㈳
愛
媛
県
浄

化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
５

－
８
１
６
８
）
が
行
い

ま
す
。

　

検
査
前
に
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
法

定
検
査
実
施
の
案
内
（
は
が
き
）

が
届
き
ま
す
の
で
、
必
ず
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
使
用

開
始
後
、
３
カ
月
経
過
し
た
日

か
ら
５
カ
月
の
間
に
検
査
を
行

い
、
そ
の
後
、
毎
年
１
回
の
検

査
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
衛
生
課　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

  【
ご
み
収
集
の
休
み
】

　

秋
祭
り
期
間
中
は
、
収
集
車
の

走
行
が
困
難
と
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
日
程
・
区
域
で
ご
み
収
集
を

休
み
ま
す
。

○
旧
西
条
市
区
域

　

10
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭

○
旧
東
予
市
区
域

　

10
月
16
日
㈭

○
旧
小
松
町
区
域

　

10
月
15
日
㈬
～
17
日
㈮

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し
て

い
る
方
へ

　

収
集
休
み
を
周
知
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
、
担
当
課

窓
口
と
各
公
民
館
に
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  【
し
尿
く
み
取
り
の
休
み
】

　

秋
祭
り
期
間
中
は
、
左
表
の
日

程
で
各
業
者
が
お
休
み
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
秋
祭
り
の
時
期
は
、

く
み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
や
す

い
の
で
、
早
め
に
業
者
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

  【
問
合
せ
】

○
市
庁
舎
別
館
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

秋
祭
り
期
間
中
お
休
み
し
ま
す

■し尿くみ取り業者の休業予定期間

西条環境整備企業組合　℡0897－55－3244
㈲石鎚スカイクリーン　℡0897－57－7655
周桑衛生企業組合　　　℡0898－65－5659
㈲三芳衛生社　　　　　℡0898－66－4098
㈲丹原清掃社　　　　　℡0898－68－5015
ヒカリ環境開発㈲　　　℡0898－68－6533
周桑衛生企業組合　　　℡0898－65－5659
㈱小松協同企業　　　　℡0898－72－4498

10月15日・16日
10月12日～15日
10月16日・17日
10月15日～17日
10月15日・16日

10月16日・17日

な　　し

旧西条市

旧東予市

旧丹原町

旧小松町

担当区域 業　　者　　名 休 業 期 間
※日曜日は定休日

LG Electronics Japan㈱
エレクトロラックス・ジャパン㈱
大阪ガス㈱
オリオン電機㈱
クリナップ㈱
㈱コロナ

ダイキン工業㈱
髙木産業㈱
東京ガス㈱
㈱東芝
東芝キャリア㈱
東芝ホームアプライアンス㈱

東邦ガス㈱
ドメティック㈱
日本サムスン㈱
日本ビクター㈱
松下電器産業㈱
森田電工㈱

ヤンマーエネルギーシステム㈱

ジーイー・エンジンサービス
・ディストリビューション・
ジャパン㈱

三洋電機㈱ ㈱トヨトミ ㈱日立リビングサプライ 三菱電機エンジニアリング㈱
シャープ㈱ ㈱ノーリツ ㈱日立ハウステック ㈱良品計画
ソニー㈱ ハイアルジャパンセールス㈱ ㈱富士通ゼネラル リンナイ㈱
ソニー㈱（アイワ） パイオニア㈱ 船井電機㈱ 指定法人（ＮＥＣ）
大宇電子ジャパン㈱ 日立アプライアンス㈱ 三菱重工空調システム㈱ 指定法人（その他）
㈱長府製作所 ㈱日立情映テック 三菱電機㈱

　家電リサイクル法の対象となる家電４品目（家庭用エアコン、ブラ
ウン管式のテレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機）の処理について、Ａグ
ループに属するメーカー製品の指定引取場所が変わりました。
　家電４品目を処分する場合は、郵便局でリサイクル料金を振込み、
メーカーごとに定められた指定引取場所へ持ち込んでください。

問合せ　市庁舎別館衛生課
　　　　廃棄物対策係　℡0897－52－1338

Ａグループ

Ｂグループ

指定引取場所：四国梱包運送㈱　　新居浜市黒島１－１－15　℡0897－45－2000

指定引取場所：四国西濃運輸㈱新居浜営業所　　西条市飯岡1370　℡0897－56－7088
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「
西
条
都
市
計
画
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
の
案
」（
愛
媛
県
決
定
）
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

　

10
月
７
日
㈫
～
21
日
㈫

■
縦
覧
場
所

○
愛
媛
県
庁
都
市
計
画
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
７
３
８

○
市
庁
舎
別
館
都
市
計
画
整
備
課

　

都
市
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
８

　

構
造
計
算
書
偽
装
問
題
を
契
機

に
、
新
築
住
宅
の
発
注
者
や
買
主

を
守
る
た
め
、「
特
定
住
宅
瑕か

し疵

担
保
責
任
の
履
行
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
（
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行

法
）」
が
平
成
21
年
10
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
っ
て
、

来
年
10
月
１
日
以
降
に
引
き
渡
さ

れ
る
住
宅
に
は
、
建
設
業
者
、
宅

地
建
物
取
引
業
者
に
対
し
て
保
険

へ
の
加
入
ま
た
は
保
証
金
の
供
託

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

■
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
方
へ

　

来
年
10
月
１
日
以
降
に
引
き
渡

さ
れ
る
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
際
に

は
、
そ
の
住
宅
が
き
ち
ん
と
保
険

の
加
入
や
保
証
金
の
供
託
の
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
か
忘
れ
ず
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

■
建
設
業
者
、
宅
地
建
物
取
引
業

者
の
方
へ

　

保
険
に
加
入
す
る
場
合
は
、
工

事
中
に
検
査
を
行
う
た
め
、
着
工

前
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
保
険
な
ど
の
準
備

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
庁
建
築
住
宅
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
７
５
８

　

市
で
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

に
対
し
て
、
失
わ
れ
た
（
低
下
し

た
）
機
能
を
補
う
た
め
の
補
装
具

を
交
付
・
修
理
し
て
い
ま
す
。

■
補
装
具
の
種
類

○
肢
体
不
自
由　

車
い
す
、
電
動

車
い
す
、
義
肢
、
装
具
、
歩
行

補
助
杖
、
歩
行
器
な
ど

○
視
覚
障
害　

白
杖
、
眼
鏡
な
ど

○
聴
覚
障
害　

補
聴
器

■
自
己
負
担　

　

原
則
と
し
て
、
交
付
・
修
理
に

要
す
る
費
用
の
１
割
負
担
（
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
、
上
限
額

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
）

■
注
意
事
項

　

交
付
さ
れ
る
補
装
具
は
、
障
害

程
度
や
年
齢
な
ど
で
本
人
の
状
態

に
合
致
し
た
も
の
と
な
る
た
め
、

希
望
さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧

補
装
具
の
交
付
・
修
理
を
行
っ

て
い
ま
す

住
ま
い
を
守
る
法
律
が

来
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　平成20年10月27日で、「地上デジタル放送」完全移行まで
あと1,000日です。完全移行となる平成23年７月24日までに
今までのテレビ放送（地上アナログ放送）は終了します。
　新しいテレビ放送（地上デジタル放送）を視聴するには、
次の方法があります。（①②はＵＨＦアンテナが必要です）

■問合せ
○総務省地デジコールセンター
　℡0570－07－0101（ナビダイヤル）・℡03－4334－1111
　平日：９時～21時　　土・日曜日、祝日：９時～18時
○(社)デジタル放送推進協会ウェブサイト
　http://www.dpa.or.jp
○総務省ウェブサイト
　http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/whatsnew/digital-
broad/index.html

▼ 地上デジタル放送の視聴方法 ▼

①　地上デジタル放送対応のテレビに買い換える

②　地上デジタルチューナーを買い足す

③　地上デジタル放送に対応済みのケーブルテレ
　ビで視聴する

　ハートプラスマークは、心臓、腎臓、呼吸器、直腸など、身体内部に障害がある方を
表すマークです。身体内部に障害がある方は、外見からは障害が分かりにくいため、さ
まざまな誤解を受けることがあります。
　このマークを見かけたときは、①周辺での携帯電話の使用を控える②電車などで座席
を譲る③障害者用駐車場を使用していただくなど、内部障害への配慮についてご理解と
ご協力をお願いします。
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20
日　

固
定
資
産
税
第
３
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
分
の

督
促
状
の
発
送

31
日　

市
県
民
税
第
３
期
分
、
国

民
健
康
保
険
税
第
４
期
分
の
納

期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、
納

期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

公
証
役
場
で
は
、
不
動
産
の
売

買
・
賃
貸
、
金
銭
の
貸
借
、
損
害

賠
償
や
慰
謝
料
の
支
払
い
な
ど
、

各
種
の
契
約
書
（
公
正
証
書
）
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書
に

は
判
決
書
と
同
様
に
、
差
押
え
や

取
立
て
の
効
力
が
あ
り
ま
す
。

　

遺
言
書
を
公
証
役
場
で
作
成
す

る
と
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
と
い

う
手
続
き
を
受
け
る
こ
と
な
く
効

力
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
会

社
設
立
の
た
め
の
定て

い
か
ん款
や
私
署
証

書
の
認
証
、
確
定
日
付
の
付
与
な

ど
の
事
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
証
役
場
で
は
公
正
証
書
に
つ

い
て
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
公
証
役
場

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

３
１
１
０

○
今
治
公
証
役
場

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

２
３

－

２
７
７
８

　

総
務
省
で
は
行
政
相
談
制
度
を

広
く
国
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ

の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
「
行
政

相
談
週
間
」
を
定
め
、
全
国
的
に

各
種
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
行
政
相
談
を
毎
月
実
施

し
て
お
り
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
の
皆
さ
ん

が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す

る
意
見
、
要
望
な
ど
の
相
談
に
の

っ
て
く
れ
ま
す
。
行
政
相
談
の
日

時
や
場
所
は
本
紙
「
定
期
無
料
相

談
」（
今
月
号
は
34
ペ
ー
ジ
）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

○
近
藤
博
幸
（
大
町
）

○
船
草　

清
（
氷
見
乙
）

○
竹
本　

節
（
広
江
）

○
佐
伯
正
昭
（
丹
原
町
高
松
）

○
戸
田
裕
喜
（
小
松
町
新
屋
敷
）

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
市
民
相

談
課　

市
民
相
談
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
４
３

　

10
月
は
下
水
道
に
か
か
る
受
益

者
負
担
金
・
分
担
金
の
第
２
期
の

納
期
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限　

10
月
31
日
㈮

■
問
合
せ　

○
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課

　

下
水
道
係

　

す
べ
て
の
事
業
主
の
方
に
、
外

国
人
（
特
別
永
住
者
を
除
く
）
の

雇
い
入
れ
と
離
職
の
際
に
、
そ
の

都
度
、
当
該
外
国
人
の
氏
名
、
在

留
資
格
な
ど
を
確
認
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

改
正
雇
用
対
策
法
が
施
行
さ
れ

た
平
成
19
年
９
月
30
日
以
前
か
ら

継
続
雇
用
し
て
い
る
外
国
人
に
つ

い
て
も
、
同
様
の
届
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
条

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
０
１
５

10
月
の
市
税
ご
よ
み

公
証
週
間　

10
月
１
日
～
７
日

秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
20
日
㈪
～
26
日
㈰

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
の
納
期

外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
は

す
べ
て
の
事
業
主
の
義
務
で
す

市庁舎本館下水道工務課　下水道維持係　℡0897－52－1576
日本下水道事業団四国総合事務所　　　　℡089－927－7271　　E-mail Nagatani@jswa.go.jp

　：昔から下水道ってあったの？

　：世界初の下水道は、紀元前2,000年頃に古代インドやメソポタミアで造られたといわれてい
ます。日本においては、奈良時代の平城京に網目のような排水路が街の中に造られたほか、豊臣
時代に大阪城の城下町に太閤下水が造られ、太閤下水の一部は現在でも使われています。
　日本人は農耕民族でしたので、昔からし尿を農作物の肥料として活用しており、欧米諸国のよ
うに、汚水を川に直接放流したり、道路などに捨てたりすることはあまりありませんでした。し
かし、明治時代になって、人々が東京などの大都市に集まるようになると、大雨で市街地が浸水
したり、低地に滞留する汚水が原因でコレラなどの伝染病が流行したりするようになりました。
　そこで、明治17年に日本初の洋式下水道が東京の神田に完成し、大正11年には日本初の下水処
理場である三河島処理場が完成しました。本格的な下水道整備が始まったのは、戦後、産業が急
速に発展し、都市部への人口の集中が始まるとともに、工場などの排水によって、河川や湖沼な
どの水質が問題になり始めてからです。
　市内では、昭和60年３月に西条地区で、平成３年３月に東予・丹原地区で公共下水道が一部供
用開始しました。下水道整備による市街地の河川や水路など公共用水域での水質改善効果は、著
しいものがあります。

下水道についての疑問を
お寄せください

下水道整備前

下水道整備後
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【
渡
辺
小
百
合　
鉄ぽ

っ
ぽ
や

道
員
朗
読
会
】

■
日
時

　

10
月
26
日
㈰　

14
時
開
演

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容

　

渡
辺
小
百
合
さ
ん
に
よ
る
直
木

賞
受
賞
作
「
鉄
道
員
」
の
朗
読

■
入
場
料　

１
５
０
０
円

■
問
合
せ

　

総
合
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

  【
新
幹
線
生
み
の
親
・
十
河
信
二

写
真
展
】

■
日
時　

10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
17
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館
展
示
室

■
内
容

　

第
4
代
国
鉄
総
裁
の
十
河
信
二

氏
に
ま
つ
わ
る
写
真
展
示
と
、
ド

ラ
マ
「
新
幹
線
を
つ
く
っ
た
男
た

ち
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
紹
介

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

企
画
調
整
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
４
４

■
日
時　

10
月
11
日
㈯　

10
時
～

12
時
・
13
時
～
15
時
（
予
定
）

■
場
所　

今
治
市
蔵
敷
埠
頭

■
内
容　

広
島
県
呉
市
の
海
上
保

安
大
学
校
の
学
生
が
世
界
１
周
や

日
本
１
周
の
航
海
実
習
に
使
用
し

て
い
る
「
巡
視
船
こ
じ
ま
」
の
一

般
公
開
を
行
い
ま
す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

今
治
海
上
保
安
部
管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

３
２

－
２
８
８
２

　

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
・
太
鼓
台

が
集
ま
り
、
勇
壮
な
か
き
比
べ
が

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
次
の
各

地
域
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

  【
東
予
秋
祭
り
統
一
運
行
】

■
日
時　

10
月
11
日
㈯

　
　
　
　

18
時
10
分
～
20
時
30
分

■
場
所　

壬
生
川
駅
前
通
り

■
参
加
予
定
台
数

　

だ
ん
じ
り
13
台
、
太
鼓
台
１
台

の
ほ
か
、
子
ど
も
獅
子
舞
の
披
露

  【
丹
原
統
一
か
き
く
ら
べ
】

■
日
時　

10
月
15
日
㈬

　
　
　
　

18
時
～
20
時
40
分

■
場
所　

丹
原
公
民
館
前
駐
車
場

■
参
加
予
定
台
数

　

だ
ん
じ
り
４
台
、
み
こ
し
２
台

  【
小
松
だ
ん
じ
り
統
一
寄
せ
】

■
日
時　

10
月
16
日
㈭

　
　
　
　

17
時
30
分
～
19
時

■
場
所

　

小
松
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
参
加
予
定
台
数

　

だ
ん
じ
り
13
台

  【
問
合
せ
】

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課　

観
光
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

『
巡
視
船
こ
じ
ま
』
一
般
公
開

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
・
太
鼓
台

各
地
域
で
統
一
イ
ベ
ン
ト

総
合
文
化
会
館
・
四
国
鉄
道
文
化
館

文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト

　東予地域文化祭では、中央公民館、東予体育館、東予
郷土館・図書館を会場にさまざまな催しが行われます。

展示：美術展（工芸彫塑）、文芸作品展、切手展、中央公民
　　　館講座・サークル作品展、模型展など
８日：歌謡大会（10時30分～20時）
９日：芸能発表（９時30分～15時）、東予地域緑を育てる会
　　　による花苗等販売、婦人会バザー、丹原高校農業クラ
　　　ブ展示など

展示：美術展、生花展、小・中学生作品展、宮田麻太郎・林
　　　芙美子親子展、ちびっこ色紙絵画展、盆栽展など

両日：図書館まつり、図書のリサイクル市
９日：お茶席（９時～15時）、ガブトガニと仲良くなろう、
　　　こども映画会（10時・13時上映）など

※各種催しで、開始時間・終了時間が異なる場合があります。
　また、自動車でお越しの方は、東予総合支所、東予総合福祉セ
　ンター、市民会館の駐車場をご利用ください。

第28回

伊予聖人近藤篤山顕彰事業

問合せ　市庁舎別館社会教育課　℡0897－52－1628
　　　　小松総合支所内　市教育委員会小松分室

　江戸時代後期に小松藩の儒官として
その生涯を教育に捧げ、“伊予聖人”と
呼ばれた近藤篤山先生を顕彰する事業
です。
　記念講演、小松地域の小・中学生と
高校生による学習・研究成果の発表、
「篤山椿」など小松にゆかりの深い椿を撮影した「椿写
真展」を実施します。当日は県指定史跡の「近藤篤山旧
邸」を無料開放するほか、11月１日(土)～29日(土)に小松温
芳図書館郷土資料室で篤山先生の資料展を開催します。
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■
日
時　

10
月
12
日
㈰　

10
時

■
場
所

　

西
条
市
民
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
内
容

　

障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
の
方
々

が
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
障
害
者

福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
運
動
会
。
当
日
に
参
加
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

■
日
時

　

10
月
25
日
㈯　

10
時
～
15
時

■
場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
「
く
ろ
～
ば
～
」

■
内
容　

柿
渋
一い

っ
か
ん閑

張
り
作
り
体

験
、
和
紙
す
き
体
験
（
電
話
で
の

申
し
込
み
必
要
）。
障
害
者
の
作

品
展
、
バ
ザ
ー
も
行
い
ま
す
。

■
定
員

○
柿
渋
一
閑
張
り
作
り
体
験

　

午
前
・
午
後
各
10
人

○
和
紙
す
き
体
験

　

午
前
・
午
後
各
20
人

■
参
加
費　

各
体
験
２
０
０
円

■
問
合
せ　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
く
ろ
～
ば
～
」

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
６
２
８

■
日
時

　

10
月
18
日
㈯　

10
時
～
15
時

■
場
所

○
収
穫　

三
芳
地
区
の
水
田
（
三

芳
５
３
１

－

３
ほ
か
）

○
試
食　

東
予
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
（
三
芳
公
民
館
）

※
詳
し
い
収
穫
場
所
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

今
年
５
月
に
植
え
た
マ

コ
モ
タ
ケ
の
収
穫
を
体
験
後
、
試

食
し
ま
す
。
野
菜
ソ
ム
リ
エ
や
調

理
人
の
解
説
も
あ
り
ま
す
。（
雨

天
時
は
収
穫
を
中
止
し
ま
す
）

■
問
合
せ

　

マ
コ
モ
タ
ケ
を
つ
く
っ
て
食
べ

よ
う
会
（
会
長
・
矢
野
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
８
０
３

ふ
れ
愛
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
の
運
動
会

問合せ　日本の歌に秋を聴く会事務局（妻鳥）　℡090－3788－3773
主催：伯林会、東京藝術大学音楽学部同声会愛媛県支部、日本の歌に秋を聴く会

角南有紀  （ナポリ音楽院・院在）　 木村勢津（愛媛大学教授）
豊田千恵子（CANTO VIVO会長）　 鎌田直純（和歌山大学教授）
曽我淑人（東京室内歌劇場）　　　　尾海あかり（ピアノ）
西条少年少女合唱団（西条）

妻鳥純子　西条市出身
（武蔵野音大講師）

小島　是
（聖カ大短名誉教授）

日時　11月７日㈮　18時30分開演
場所　総合文化会館大ホール
入場料　一般：3,000円　学生：1,500円

お話・ピアノ・曲目構成

塚田佳男
[撮影：岡本央]

　1980年以前の旧車・約180台が四国・近県か
ら集います。豪華景品が当たるビンゴゲーム・
ダーツゲーム・宝投げや、バザーも行います。

展示する旧車はどれもが個性的でオーナーの宝物です。
会場いっぱいに並んだ愛車たちをぜひご覧ください。

周桑商工会小松支所　℡0898－72－2119
主催：周桑商工会青年部

日時　11月２日㈰　10時～15時
（雨天決行）

場所　石鎚山ハイウェイオアシス
　　　イベント広場

マ
コ
モ
タ
ケ
を
つ
く
っ
て
食
べ

よ
う
会

　市内の獅子舞をはじめ、今治市の「継ぎ獅子」など
市外からもゲストを招き多数の獅子舞を披露します。
　獅子舞という地域芸能の伝承を通じて、世代間の交
流や自治会などの主体となるコミュニティーが強化さ
れ、それが地域防災につながります。
　地域の伝統芸能を見直し、地域コミュニティーにお
ける「地域パワー」を実感してみてください。

問合せ　市庁舎本館危機管理課　防災事業係　℡0897－52－1283

11月２日㈰　13時～16時
※雨天中止

西条運動公園
レクリエーション広場

日 時

場 所
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■
日
時　

10
月
28
日
㈫
・
29
日
㈬

　
　
　
　

19
時
～
21
時
45
分

■
場
所　

ホ
テ
ル
ユ
ニ
バ
ー
ス

■
内
容　

「
心
が
つ
く
る
人
生
」

を
テ
ー
マ
に
、
家
族
の
絆
の
大
切

さ
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

■
受
講
料　

１
５
０
０
円

■
申
込
先　

愛
媛
東
予
モ
ラ
ロ

ジ
ー
事
務
所
（
加
藤
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

３
６
１
３

■
主
催　

㈶
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
エ
ク
セ
ル
基
本
操
作

　

10
月
27
日
㈪
・
28
日
㈫

　

申
込
期
限
…
10
月
14
日
㈫

○
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
試
験
対
策
・
文

書
作
成

　

10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　

申
込
期
限
…
10
月
10
日
㈮

○
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
試
験
対
策
・
デ

ー
タ
活
用

　

11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　

申
込
期
限
…
10
月
31
日
㈮

■
専
門
技
術
研
修

○
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
基
本
操
作
編

　

11
月
15
日
㈯･

16
日
㈰･

22
日
㈯

　

申
込
期
限
…
10
月
31
日
㈮

■
受
講
時
間　

９
時
～
16
時

■
問
合
せ　

各
講
座
で
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

  【
各
種
研
修
無
料
相
談
】

　

第
１
・
３
月
曜
日
に
、
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
各

種
研
修
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。（
予
約
制
）

■
日
時　

10
月
21
日
㈫

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
研
修
室
１
、
集
会
室
（
も
て
こ

い
元
気
館
）

■
内
容

　

セ
ン
タ
ー
の
提
供
会
員
（
育
児

の
援
助
を
行
う
人
）
と
し
て
、
育

児
の
援
助
に
つ
い
て
必
要
な
知
識

と
技
術
を
学
び
ま
す
。

■
対
象　

提
供
会
員
と
し
て
活
動

を
希
望
す
る
20
歳
以
上
の
方

■
申
込
期
限　

10
月
14
日
㈫

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
女
性
児

童
福
祉
課
内　

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
６
６
６

■
日
時　

10
月
21
日
㈫

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

■
場
所　

小
松
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
講
師

　

ア
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
㈱
代
表

取
締
役
社
長　

三
好
潤
子
氏

■
演
題　
「
自
分
ら
し
く
輝
く
た

め
に
」　

～
自
ら
の
想
い
と
行
動

は
周
り
に
反
映
す
る
～

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
整
理

券
が
必
要
で
す
。
開
催
中
は
託

児
を
行
い
ま
す
。（
10
月
８
日

㈬
ま
で
に
申
し
込
み
必
要
）

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

男
女
共
同
参
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
日
時

　

10
月
25
日
㈯　

９
時
～
13
時

■
場
所　

ク
ラ
レ
西
条
事
業
所

■
内
容

　
「
不
織
布
っ
て
な
あ
に
？
」
を

テ
ー
マ
に
、
ク
ラ
レ
西
条
事
業
所

職
員
の
指
導
で
化
学
実
験
を
行
う

ほ
か
、
工
場
も
見
学
し
ま
す
。

■
対
象　

小
学
５
・
６
年
生
（
保

護
者
の
同
伴
も
可
能
で
す
）

■
定
員　

36
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る
申
込

用
紙
に
て
、
10
月
７
日
㈫
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

　
　
　
　

■
日
時

　

10
月
19
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
３
階
会
議
室

■
内
容

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
を
学

び
ま
す
。

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

　

消
防
署
で
は
、
自
治
会
や
事
業

所
、
各
種
団
体
を
対
象
に
消
火
訓

練
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
コ
ン
ロ
・
た
ば
こ
・
た

き
火
に
よ
る
火
災
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
、
正
し
い
消
火

器
の
使
用
方
法
や
初
期
消
火
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
先

○
東
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

わ
く
わ
く
化
学
教
室
＆

工
場
見
学

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
初
級
講
習
会

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

体
験
し
て
み
よ
う
！

正
し
い
消
火
器
の
取
り
扱
い

日　　時 場　　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

５日　9：00 小松中央公園テニスコート第18回石井杯テニス大会
18日  10：30
19日  10：30 ひうち球場第41回日本女子ソフトボールリーグ

26日　9：00 東予運動公園テニスコート第29回東予地区テニストーナメント大会

26日　9：00 西条西部体育館西条市さわやか家庭婦人バレーボール大会

26日　9：30 東予運動公園第７回西条市レクリエーション大会
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■
日
時　

11
月
20
日
～
12
月
５
日

の
木
・
金
曜
日
（
計
６
回
）

　

10
時
～
12
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

楽
し
い
年
賀
状
づ
く
り

※
「
筆
ま
め
」
を
使
用
し
ま
す
。

■
対
象　

18
歳
以
上
で
、
文
字
入

力
が
で
き
る
方
（
学
生
除
く
）

■
定
員　

14
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
受
講
料　

１
０
０
０
円
程
度

■
申
込
期
間

　

10
月
10
日
㈮
～
31
日
㈮

■
申
込
先　

中
央
公
民
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

４
０
３
０

■
開
催
日

○
初
級
（
全
７
回
）

　

11
月
14
日
～
12
月
３
日
の
水
・

木
・
金
曜
日
（
11
月
26
日
除
く
）

○
中
級
（
全
７
回
）

　

12
月
４
日
～
18
日
の
水
・
木
・

金
曜
日

■
受
講
時
間　

13
時
～
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
実

用
、
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員　

各
13
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
テ
キ
ス
ト
代

　

１
５
０
０
円
程
度

■
申
込
期
限　

10
月
20
日
㈪

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介

護
課　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
日
時

　

11
月
６
日
～
12
月
４
日
の
木
曜

日
（
計
５
回
）　

19
時
～
21
時

■
場
所

　

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

■
内
容　

基
礎
体
力
の
向
上
、
肩

こ
り
・
腰
痛
の
解
消
、
肥
満
予
防

な
ど
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
士
が

効
果
的
な
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
基
礎
を
指
導
し
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
以
上
の
健
康
な
女
性

■
定
員　

30
人

■
受
講
料　

１
０
０
０
円

■
申
込
先　

総
合
体
育
館
内

　

㈶
西
条
市
体
育
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

３
０
０
６

　

ク
ラ
ブ
で
は
工
場
見
学
や
工
作

体
験
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
興

味
、
関
心
を
深
め
る
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

■
活
動
期
間

　

11
月
～
平
成
21
年
８
月

　

主
に
奇
数
月
の
第
２
土
曜
日
・

午
前
が
活
動
日
と
な
り
ま
す
。

■
活
動
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
か

■
講
師

　

地
域
企
業
の
専
門
家
や
小
学
校

教
諭
が
指
導
し
ま
す
。

■
対
象

　

市
内
の
小
学
５
年
生

■
定
員　

30
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
年
会
費　

３
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　

学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る
申
込

用
紙
に
て
、
10
月
10
日
㈮
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

中
央
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

女
性
の
た
め
の

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

も
の
づ
く
り
科
学
創
造
ク
ラ
ブ

第
５
期
会
員
募
集

●日時　10月21日(火)　９時30分～13時
●内容　栗を使った和菓子３品を作ります。
●講師　アオヤギ菓舗　寺町辰昌氏
●定員　22人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,500円　　●申込期限　10月14日(火)

【臨時休館のお知らせ】　10月６日㈪・20日㈪は清掃作業などのため臨時休館します。

●日時　11月１日(土)　10時～13時
●内容　米粉を使ったパンとお菓子を作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　安藤千明氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円　　●申込期限　10月25日(土)

元気な企業と仕事を求めている人との出会いの場

常用就職面接会
　開催時間：13時～15時45分
　対象：常用就職を希望する方
　　　　平成21年３月に大学等を卒業予定の方

新規高卒予定者就職フェア
　開催時間：16時～17時
　対象：平成21年３月に高等学校を卒業予定の方

※履歴書と筆記用具を持ってお越しください。

問合せ　市庁舎本館産業振興課
　　　　商工労政係　℡0897－52－1482

開催日　10月30日㈭　
場　所　総合文化会館 小ホール・展示室
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■
題
材

　

平
成
20
年
に
催
さ
れ
る
西
条
市

内
の
秋
ま
つ
り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

も
の
（
だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
・
太

鼓
台
・
獅
子
舞
・
奴
な
ど
）。

■
サ
イ
ズ

　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
（
ダ

イ
レ
ク
ト
プ
リ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス

四
ツ
切
も
可
）。

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
銀

塩
プ
リ
ン
ト
に
限
る
。
７
０
０
万

画
素
以
上
、
４
Ｍ
Ｂ
以
上
推
奨
。

※
組
写
真
、
画
像
処
理
・
加
工
し

た
も
の
は
不
可
。

■
賞

　

推
薦
１
点
、
特
選
２
点
、
準
特

選
５
点
、
入
選
20
点
（
賞
金
と
副

賞
が
あ
り
ま
す
）

■
応
募
上
の
注
意

○
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
必
ず
本
人
名
義
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

○
準
特
選
以
上
は
、
一
人
１
賞
と

し
ま
す
。

○
受
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側

に
帰
属
し
ま
す
。

○
受
賞
作
品
の
原
版
（
ネ
ガ
、
ポ

ジ
フ
ィ
ル
ム
、
撮
影
デ
ー
タ
な

ど
）
は
、
賞
品
と
引
き
換
え
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
受
賞
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
や
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
使
用
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

応
募
票
（
自
作
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
作
品
の
裏
面
に
貼

り
付
け
て
提
出
も
し
く
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
応
募
票
は
観
光
振

興
課
に
あ
り
ま
す
。

■
応
募
期
限　

11
月
７
日
㈮

       　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
先

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
伊

予
西
条
駅
横
）
内　

観
光
振
興
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－
３
５
７
５

○
郵
送
の
場
合

　

〒
７
９
３

－
０
０
３
０

　

大
町
７
９
８

－

１

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー　

宛

　

11
月
30
日
㈰
・
13
時
か
ら
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ
い
元
気

館
）
で
開
催
す
る
市
民
俳
句
大
会

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
投
句
数　

俳
句
雑
詠
２
句
（
未

発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
）

■
投
句
方
法

　

は
が
き
に
作
品
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
11
月
10
日
㈪
ま
で
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
句
先

　

〒
７
９
３

－

０
０
１
０

　

飯
岡
２
４
３
４

－

７
６

　

横
山
容
子　

宛

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課
内

　

西
条
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
２
８

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

農
家
以
外
の
方
に
市
民
農
園
を
お

貸
し
し
ま
す
。

■
貸
付
期
間

　

平
成
20
年
10
月
か
ら
１
年
間

■
貸
付
場
所

　

丹
原
町
久
妙
寺
（
丹
原
総
合
公

園
北
側
）

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
有

■
貸
付
面
積

　

最
小
０
・
５
㌃
～
最
大
５
㌃

■
貸
付
料

　

１
㌃
当
た
り
年
間
１
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　

認
印
を
持
っ
て
、
10
月
24
日
㈮

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
貸
付
面
積
が
な
く
な
り
次
第
、

申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
先

　

丹
原
総
合
支
所
農
林
水
産
課

　

農
林
水
産
係

■
日
時

　

10
月
26
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ

ア
シ
ス
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
内
容

　

野
外
料
理
に
挑
戦―

親
子
で
作

る
ツ
イ
ス
ト
パ
ン―

ほ
か

■
対
象

　

幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
、
小

学
校
１
年
生
（
必
ず
保
護
者
同
伴

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

■
申
込
期
限　

10
月
17
日
㈮

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
社
会
教

育
課　

社
会
教
育
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

西
条
秋
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
作
品
募
集

第
37
回
市
民
俳
句
大
会

俳
句
募
集

ふ
れ
あ
い
市
民
農
園

借
り
手
募
集 　四国の自然、歴史、文化など幅広い分野にわ

たり、豊富な知識を持った人材の育成と観光客
の受入態勢の整備を目的として、四国４県の観
光協会が実施する試験です。
　合格者には、「四国観光達人」の認定証を贈
ります。
■試験日　12月14日(日)　14時～15時20分
■試験会場
　西条商工会館、松山大学、西予市中央公民館
■受験料　3,150円
※公式テキスト（2,100円）を県内主要書店で
　販売しています。
■申込期間　11月14日(金)まで
■申込方法
　観光交流センター（ＪＲ伊予西条駅横）、愛
媛県観光協会にある申込用紙にてお申し込みく
ださい。四国観光検定試験のホームページから
も申し込めます。
　URL http://www.shikokukentei.com/
■問合せ
　(社)愛媛県観光協会　℡089－951－0711
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10月の休館日：毎週月曜日（13日開館）
　　　　　　　14日㈫、15日㈬、17日㈮
開館時間：９時～22時

生涯学習の館　天神1－205　℡0897－53－8686

木工創作教室　10月11日㈯・25日㈯　13時～17時
水彩画・油絵教室　10月４日㈯・18日㈯　19時～22時
中高年ピアノ教室　10月８日㈬・22日㈬　13時～16時
　対象：40歳以上の初心者
生涯学習の館教室作品展　10月１日㈬～29日㈬
　水彩画を展示します。

10月の休館日：毎週月曜日（13日開館）、14日㈫
開館時間：10時～21時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

第３回水中エアロビクス教室　参加者募集
　11月の毎週木曜日、12月４日㈭　19時～20時
　参加費：3,000円（５回コース）
市内小・中学生無料開放日
　10月４日㈯・11日㈯　10時～12時
無料クロール教室　10月25日㈯　10時30分～11時
　対象：市内小・中学生
ご利用ください！　水中モニターを設置しています
　使用料など詳しくは、お問い合わせください。

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

特別展　篤山先生とその教育　11月１日㈯～
※展示準備のため、10月21日㈫～31日㈮は資料室を休館します。

10月の休館日：毎週月曜日（13日開館）
　　　　　　　14日㈫、15日㈬、21日㈫～31日㈮
開館時間：９時30分～17時30分

10月の休館日：毎週月曜日（13日開館）、14日㈫、15日㈬
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

東予郷土館　周布427　℡0898－65－4797

西条市の歌碑展　10月29日㈬まで
俳画教室生の作品展　10月５日㈰～11月６日㈭まで
あなたの「愛蔵品」を展示してみませんか
　東予郷土館では、市民の皆さんが大切に所有されている
絵画や掛け軸などの美術品をお借りして「市民愛蔵品展」
を11月に開催します。出品にご協力いただける方は、10月
21日㈫までに東予郷土館へご連絡ください。

10月の休館日：毎週月曜日（13日開館）
　　　　　　　14日㈫、15日㈬、16日㈭
開館時間：９時～16時30分

愛媛民芸館　明屋敷238－8　℡0897－56－2110

アラビアの生活具展　10月４日㈯～11月末まで
　ヨルダンやシリアを中心とした織物、陶器などの展示。

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199

西条祭り絵巻・ポスター展
　10月１日㈬～31日㈮　※最終日は13時まで
　東京国立博物館所蔵の極彩色絵巻「伊曽乃祭礼細見図絵
巻」の写真と、西条祭りポスターなどを展示します。

10月の休館日：毎週月曜日（13日開館）
　　　　　　　14日㈫、15日㈬、16日㈭
開館時間：９時～17時

秋祭り期間中の休館のお知らせ
　秋祭り期間中は、次の日程で体育施設・社会福祉施
設・高齢者福祉施設が休館となります。

▼体育施設
10月15日㈬：西条西部体育館
10月16日㈭：総合体育館、ひうち体育館、ひうち陸上競
　　　　　　技場
問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

▼社会福祉施設・高齢者福祉施設
10月15日㈬：西条西部地域交流センター
10月16日㈭：創作の家、老人憩の家
10月17日㈮：西条東部地域交流センター
問合せ　市庁舎別館高齢介護課　℡0897－52－1292

体育施設・社会福祉施設・高齢者福祉施設

10月の休館日：毎週月曜日
開館時間：８時30分～17時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

陶芸展　10月18日㈯～11月１日㈯
　地域で陶芸を楽しまれている方々の作品を展示します。

七夕フォトコンテスト他写真展　10月12日㈰まで

日　時　11月９日㈰　13時開演
場　所　丹原文化会館大ホール
入場料　前売：2,000円
　　　　当日：2,500円
チケットの申込み・問合せ　
℡0898－76－2119（宇佐美）
℡0898－66－5328（茎田） 主催：四国ハーモニカ連盟愛媛支部

瀬戸内東予ハーモニ
カアンサンブル、西
条スイートアンサン
ブル、クレール・え
ひめ、シャン・ド・
フルール、ポラリス
西条、ドリームハー
モニー、中村孝太郎

特別出演：真野泰治

♪地元グループも熱演♪
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10月の休館日：毎週月曜日（13日開館）
　　　　　　　14日㈫、15日㈬、16日㈭
開館時間：８時30分～17時

こどもの国　10月の行事予定表

こどもの国　明屋敷131－2　℡0897－56－8115

みて、みて、てん（展）
　10月25日㈯～11月３日㈪　場所：３階特別展示室
　未就学児童の絵画や工作などの作品を展示します。現在
作品を募集しています。10月24日㈮までに作品をこどもの
国へ提出してください。出展者には記念品を贈呈します。　
のみの市　10月30日㈭～11月３日㈪
　ご家庭に不用品（贈答品・日用品・タオルなど）があり
ましたらご提供ください。
プラネタリウム情報　
リカちゃんとプラネタリウムへＧＯ！（約40分）
※投影時間など、詳しくはお問い合わせください。

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こども
の国へ予約してください。

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

絵画教室 ４日・19日
10：00～12：00

小学２～６年生
定員：10人

小・中学生　定員：20人
材料費：30～450円

26日
10：00～12：00

５日・18日
13：30～16：30木彫教室

五色百人一首で遊ぼう

11日・25日
13：30～15：30

小学生
定員：30人

楽しい電子工作
電子草笛を作ろう

親子木工教室

13日
13：30～15：30

12日
13：30～16：30

楽しい電子工作
電子楽器を作って調律をしよう!!

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

４歳児～中学生　定員：16人
幼児は保護者同伴
材料費：250円　必要な物：エプロン

12日
14：00～15：00

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

小学４～６年生
定員：10人将棋教室 18日

13：30～15：00

染め物教室

11日
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡しには、
３週間ほどかかります。

（新）七宝焼教室
小・中学生
定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

26日
13：30～16：30

おもしろ工作教室
でんぐりシートで作ろう

５歳児～小学生
定員：20人
幼児は保護者同伴

囲碁教室

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

毎週土・日曜日
（18日除く）
14：00～14：30

小・中学生
定員：10人

25日
13：30～15：00

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：10人

19日
13：30～15：30

太陽や星を見る会（第４回）
テーマ：秋の星座と木星

４日
19：00～20：30

小学４年生以上
定員：60人

10月の休館日：毎週月曜日（13日開館）
　　　　　　　14日㈫、15日㈬、16日㈭
開館時間：９時～17時

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419

愛石二人展　10月２日㈭～30日㈭
　宮崎崇寛さんと木下謹吾さん
が20年をかけて集めた四国地方
を中心にした愛石を展示します。
一塊の自然石が、ふるさとの山
々を連想させながら、年代を重
ねた自然界へお誘いします。
考古歴史館の研修旅行　参加者募集　
　11月15日㈯　８時～17時
　内容：埋蔵文化財の発掘調査探訪（愛媛県埋蔵文化財調
　　　　査センタ－など）
　参加費：2,000円（昼食費など）
　定員：40人（先着順）　申込期限：11月７日㈮　16時

開館時間：９時～17時
土・日曜日のみ開館しています。（年末年始は休館）

丹原ふるさと歴史館　※土・日曜日のみ開館
丹原町池田1707－１　℡0898－68－6261

宝篋印塔特別展　10月５日㈰～３月29日㈰
　東予地方には中世の歴史を語る石造搭のうち、特に宝篋
印塔（供養塔や墓塔）が多く設立さ
れています。今回は、この宝篋印搭
に歴史的視点をあてて写真展を開催
します。
　宝篋印塔は美術工芸的にも優れて
おり、県内に国指定の重要文化財が
13搭ありますが、そのすべてが東予
地方に集中しています。このほかに
も大小の宝篋印塔が分布しており、
野に埋もれている搭にも光を当てて、
郷土の歴史を掘り起こします。

ほうきょういんとう

▼

西
山
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10月の休館日　
石鎚山ハイウェイオアシス館：無休
椿交流館（椿温泉こまつ）：毎週水曜日
開館時間
石鎚山ハイウェイオアシス館：９時～18時
（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
椿交流館（椿温泉こまつ）：10時～22時（札止め21時30分）

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29

℡0898－76－3111（オアシス） ℡0898－76－3511（椿交流館）

和田貴子油彩展
　10月５日㈰～25日㈯　場所：椿交流館
　小松町出身の洋画家・和田貴子さんの
油彩展です。二科展（東京）、ル・サロ
ン展（パリ）で入選した作品などを展示
します。
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10月の休館日：毎週月曜日、14日㈫
※10月15日㈬は、西条西部児童館を休館します。
※10月16日㈭は、西条児童館を休館します。
開館時間：８時30分～17時

■10月12日・26日（日曜日）
若葉町みんなの広場　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：50～11：30
田野公民館　　　　　14：00～14：40
佐伯記念館　　　　　15：00～15：50

■10月７日・21日（火曜日）
加茂公民館　　　　　10：00～10：30
伊曽乃神社鳥居前　　10：50～11：30
中川公民館　　　　　14：00～14：50
氷見公民館　　　　　15：30～16：20

■10月14日・28日（火曜日）
玉津団地集会所　　　10：00～10：30
大谷西　　　　　　　10：40～11：20
港新地集会所　　　　13：30～14：00
生涯学習の館　　　　14：30～15：10
玉津小学校　　　　　15：20～16：20

■10月８日・22日（水曜日）
千野々バス停前　　　10：00～10：30
舟形バス停横　　　　11：00～11：30
新御堂児童公園　　　13：30～14：00
野々市集会所　　　　14：10～14：40
橘公民館　　　　　　14：50～15：20
神戸公民館　　　　　15：40～16：30

■10月１日・29日（水曜日）
船屋集会所　　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　11：00～11：30
飯岡公民館　　　　　13：30～14：30
西福寺入口　　　　　14：50～15：20
ＪＡ西条玉津支所　　15：40～16：10

■10月４日・18日（土曜日）
飯岡西原集会所　　　10：00～10：40
グリーンハイツ３号公園　10：50～11：30
オレンジハイツグラウンド　13：30～14：20
大町公民館　　　　　14：40～15：30

■10月11日・25日（土曜日）
小松農村環境改善センター　10：00～10：40
氷見西町集会所　　　11：00～11：30
旧西田郵便局横　　　13：30～14：10
禎瑞中組　　　　　　14：30～15：00
八幡集会所　　　　　15：20～15：50

■10月５日・19日（日曜日）
兎之山集会所　　　　10：00～10：30
ＪＡ西条神戸低温倉庫　11：00～11：30
ＪＡ周桑徳田支所　　14：00～14：40
ＪＡ周桑光下田出張所　15：00～15：40

※カワセミ号をご利用いただくには、西条図書館の「利用カード」が必要です。

▼10月の移動図書館車「カワセミ号」巡回コース▼

　児童館で開催する催しや教室などを紹介します。
　詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い合
わせください。
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■英語おはなし広場
　10月９日㈭・23日㈭　11時～11時20分
■ゲーム遊び
　10月11日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　定員：15人

西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061
■こども映画会「おばけのキャスパー」
　10月４日㈯　13時30分～14時30分
■かんたん工作「昆虫グライダー」（申込必要）
　10月11日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生　定員：20人
■のびのびタイム「おりがみ」
　毎週日曜日の14時～16時
　対象：幼児・小学生　

東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342
■茶道クラブ
　10月11日㈯　10時～12時
　対象：幼児・小学生
■リズム教室
　10月18日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生　　
■プレイネットワーク
　10月18日㈯　10時～15時
　対象：小学生
　丹原児童館へ行って昼食作りやゲームをします。
■こども映画会「モンスターハウス」
　10月25日㈯　13時30分～15時
　対象：幼児・小学生

丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960
■つくって遊ぼうデー
　10月５日㈰　10時～11時30分
　紙コップでブーメランを作ります。
■プレイネットワーク（申込必要）
　10月18日㈯　10時～15時
　対象：幼児・小学生　定員：20人
　東予西児童館のお友達と一緒に、昼食作りやゲーム
をします。
■親子交流バス遠足（申込必要：10月１日から受付）
　10月25日㈯　９時30分～15時30分
　対象：小学生親子　定員：20組（先着順）
　行き先：鉄道歴史パーク in ＳＡＩＪＯ、黒島海浜
　　　　　公園（新居浜市）
　※鉄道歴史パーク in ＳＡＩＪＯ内の「四国鉄道文
　　化館」へは、入館料が必要です。
　※雨天時は、えひめこどもの城に変更します。

「リサイクル市」の図書寄贈にご協力ください
　11月８日㈯・９日㈰に開催される「東予地域文化祭」の期間
中、東予図書館では図書のリサイクル市を開催します。
　ご家庭で読まなくなった図書がありましたら、東予図書館へ
ご寄贈ください。寄贈いただいた図書は、リサイクル市で希望
者に無料でお譲りします。
寄贈方法　10月１日㈬から31日㈮までに、東予図書館へ図書を
　お持ちください。（10月31日㈮は図書整理のため休館日です
　が、図書の寄贈は受け付けています）
※雑誌、マンガ本、破損・汚損した図書などはご遠慮ください。
※東予地域文化祭の準備のため、11月７日㈮は東予図書館が13時か
　ら休館します。また、文化祭当日の開館・閉館時間は、文化祭の
　開催時間に合わせます。東予地域文化祭について詳しくは、18ペ
　ージをご覧ください。

10月の休館日：毎週月曜日(13日開館)、14日㈫、15日㈬、31日㈮
※10月16日㈭は、西条図書館を休館します。
開館時間：９時30分～19時

まじめなわたしの不まじめな愛情
山田あかね／著

西条図書館　　　明屋敷238－2　　　　　   ℡0897－56－2668
東予図書館　　　周布427　　　　　　　　 ℡0898－65－4797
小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1　 ℡0898－72－5634

30代後半で何の
取り柄もない私
が、著名なＣＭ
ディレクターと
恋に落ちた。し
かし彼は薬物依
存で…。
出版：徳間書店

ハイク犬
石津ちひろ／作　原田治／絵
俳句が大好きな
ハイク犬と世界
中を旅しながら、
俳句を楽しんで
みませんか？　
言葉の勉強にも
最適。
出版：学研
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。厚く
お礼申し上げます。 （順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽日野邦男（壬生川）▽渡部惠子（丹原町志川）

▽渡部幸恵（丹原町石経）▽みずほ倶楽部▽

茶道裏千家淡交会西条支部学校茶道連絡協議

会▽社会福祉協議会神拝支部▽国興産業㈱▽

三芳地区民生児童委員協議会▽丹原文化協会

茶道部▽老人保健施設コスモス

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪

　伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人（神

拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月理作子

（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽現金　西条校

区婦人会、百軒巷自治会、西条校区連合自治会、

社会福祉協議会西条支部、西条校区民生児童

委員会、百寿会

■老人ホーム石燧園へ
▽盆踊り　石根婦人会▽七夕飾り　石根保育

所

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽喫茶・カレンダー作り　コープえひめ福祉

グループ▽フラダンス　アロハ・ハイビスカ

ス▽車椅子移動介助、清掃活動　小松ともし

び会▽盆踊り　藤見会▽七夕飾り　石根保育

所

　

平
成
19
年
12
月
５
日
、
西
条
市

の
非
常
勤
講
師
で
あ
る
加
地
智
子

先
生
が
、
薬
害
肝
炎
訴
訟
の
原
告

と
し
て
実
名
を
公
表
し
て
提
訴
を

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
紆う

よ
き
ょ
く

余
曲

折せ
つ

を
経
な
が
ら
も
平
成
20
年
１
月

11
日
に
は
、
薬
害
患
者
を
一
律
救

済
す
る
た
め
の
法
案
が
国
会
で
可

決
・
成
立
し
た
の
で
す
。

　

丹
原
西
中
学
校
で
は
、
生
徒
会

と
人
権
委
員
会
が
中
心
に
な
り
、

薬
害
肝
炎
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

人
権
集
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
よ
る
住
民
の
意
識
調
査
、
Ｃ

型
肝
炎
の
感
染
経
路
や
症
状
、
治

療
法
、
薬
害
肝
炎
訴
訟
の
流
れ
な

ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
最
後

に
加
地
先
生
と
、
特
別
講
師
と
し

て
薬
害
肝
炎
訴
訟
に
関
わ
っ
て
き

た
西
条
市
出
身
の
弁
護
士
、
今
井

力
先
生
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｃ
型
肝
炎
が
通
常
の
生
活
で
は

感
染
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
の

症
状
や
治
療
法
に
つ
い
て
も
改
め

て
学
習
し
、
正
し
く
理
解
す
る
と

と
も
に
、
加
地
先
生
の
思
い
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
訴
訟
は
、
全
国
に
い
る

３
５
０
万
人
を
超
え
る
被
害
者
の

救
済
が
最
終
目
的
で
す
」
と
話
す

お
二
人
の
決
意
は
、
全
校
生
徒
に

強
く
印
象
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

集
会
に
参
加
し
て
の
感
想

○
１
年　

今
井
豊
之　

　

Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て
と
て
も
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。
今
度
は
自
分

が
、
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い

人
に
説
明
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

誤
解
や
偏
見
を
な
く
せ
る
よ
う
に

行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。　

○
２
年　

渡
辺
友
美

　

加
地
先
生
は
、
差
別
さ
れ
な
い

だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
の
中
で
実

名
を
公
表
し
、
他
の
患
者
さ
ん
た

ち
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
私
も
ま
ず
、
こ
の
学
校
を

差
別
や
偏
見
の
な
い
場
所
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

○
３
年　

滝
本
麻
里
奈

　

今
井
弁
護
士
さ
ん
の
お
話
に
、

10
年
前
は
病
気
に
対
す
る
差
別
の

大
き
さ
が
今
と
は
違
っ
て
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
で

起
き
る
い
じ
め
の
問
題
な
ど
も
そ

う
で
す
が
、
ま
ず
相
手
の
こ
と
を

よ
く
知
り
、
そ
の
人
た
ち
に
接
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。
加
地
先
生
に
は
早
く
元
気

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

▲加地智子先生（左）
　と今井力先生（右）

人権集会「薬害肝炎問題に学ぶ」
丹原西中学校３年　滝本麻里奈№47

シルバー人材センター会員募集

第62回赤い羽根共同募金運動にご協力を！
　今年も「赤い羽根」共同募金運動が全国一斉に始まります。
皆さまの温かいご協力、ご支援をよろしくお願いします。

期　間　10月１日㈬～12月31日㈬

問合せ　西条市社会福祉協議会各支所
          （西条市共同募金委員会）
　　　　○西条支所　℡0897ー53ー0873　
　　　　○東予支所　℡0898ー64ー2600　
　　　　○丹原支所　℡0898ー76ー2433
　　　　○小松支所　℡0898ー72ー6363

　シルバー人材センターは、高齢者の豊富な経験や知識を生かし
て活動している公共的な団体です。
　おおむね60歳以上で、市内に在住し、働く意欲と能力のある健
康な方であれば、どなたでも入会できます。健康維持や生きがい
づくりのために、一緒に頑張ってみませんか。
　また、シルバー人材センターでは、高齢者にふさわしい仕事を
広く求めています。
　仕事の依頼や入会方法など、お気軽に
ご相談ください。

問合せ　㈳西条市シルバー人材センター
　　　　○西条事務所
               ℡0897－55－7785
　　　　○東予事務所
               ℡0898－76－1580
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西
条
市
は
愛
媛
の
米
ど
こ
ろ
で
す
。

市
内
で
は
い
ろ
い
ろ
な
品
種
の
お
米
が

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
市
内
で

主
に
作
付
さ
れ
て
い
る
品
種
の
一
般
的

な
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

食
味
は
最
高
ラ
ン
ク

で
、
炊
飯
光
沢
が
良
く
、
ね
ば
り
が

強
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

○
ア
キ
タ
コ
マ
チ
　

コ
シ
ヒ
カ
リ
に
近

い
食
味
で
、
粘
り
・
光
沢
が
良
好
で

す
。
冷
め
て
も
味
が
落
ち
に
く
い
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

○
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
　

近
畿
以
西
の
温
暖
地

が
作
付
適
地
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
同

等
の
食
味
と
光
沢
が
あ
る
上
、
収
穫

量
も
高
い
こ
と
か

ら
市
内
で
一
番
多

く
作
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
愛
の
ゆ
め
　

愛
媛

県
が
開
発
し
た
お

米
。
玄
米
の
外
観
が
良
く
、
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
に
特
徴
が
よ
く
似
て
い
ま
す
。

○
松
山
三
井
　

大
粒
で
、
酒
米
と
し
て

優
秀
な
お
米
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
い
ろ
い
ろ
な
品
種
を
味

わ
っ
て
、
自
分
に
合
う
お
米
を
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

※
米
の
品
質
は
栽
培
技
術
・
環
境
な
ど
で
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　私たちは「私たちの健康は私た
ちの手で」をスローガンに、子ど
もから高齢者まで生涯における健
康づくり活動を、《食》を通して
地域で推進しているボランティア
組織（会員数・555名）です。
　食育・地産地消の推進、郷土料
理の継承などに努めています。

①　30分前に洗った米を、水・酒・だし昆布で炊く。
②　Ａで作った合わせ酢を鍋でひと煮立ちさせ、炊き上がった
　①に混ぜ込んで寿司めしを作る。
③　Ｂで煮汁を作り、刻んだごぼう・にんじん・れんこんと、
　むきエビを煮て寿司具を作り、②に混ぜ込む。
④　卵と塩を混ぜ合わせて薄焼き卵を焼き、錦糸卵にする。
⑤　干椎茸を水で戻し、Ｃで煮てからイチョウ切りにする。
⑥　混ぜ合わせたＤにコノシロを漬けて酢魚にする。
⑦　グリーンピースをさっとゆでる。
⑧　押し抜き箱を酢でぬらし、③を詰め込んで、④～⑦とエビ
　そぼろを盛り付け、押し蓋（ふた）で抜くと完成。

　米の成分のでんぷん質は体内でブドウ糖に変わり、脳の働きを
活性化するエネルギー源となります。また、よくかんで食べると
脳の中にある記憶や学習能力を高める物質が増加するため、満腹
中枢を刺激し食事量を抑えられます。

栄養士チェック

　それぞれの地方には地域の食材を生かした郷土
料理があります。しかし、最近では家庭で郷土料
理を食べる機会が減少しています。また、流通や
情報の発展に伴い、国内の食生活・食文化が均一
化し、地域独自の食文化が消えつつあります。
　そのため昔から慣れ親しんできた地元の食材を
利用した郷土料理の味を知らずに育っていく子ど
もたちも多くなってきています。
　核家族化が進み、おばあちゃんと一緒に料理を
作ることや、お年寄りと一緒に食卓を囲む機会が
少なくなっていますが、その土地の気候風土や生
活の中で培われてきた郷土料理を伝承していくた
めには、子どもたちが郷土料理を味わい、おいし
さを感じる機会を多く持つことが大切です。
　家族や親戚が集まるお祭りには、西条の郷土料
理の一つである押し寿司を作って、みんなで食べ
てみてはいかがでしょうか。

郷土料理を食べましょう！
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■空手道
組手　小学２年生以下　渡部ななみ（壬生川小）
　　　小学３・４年生　安藤令奈（周布小）
　　　小学５・６年生　大澤里奈（壬生川小）
　　　中学生男子　　　浅山治輝（河北中）
　　　高校生・一般　　桑田幸治（東予高）
形　　小学２年生以下　渡部ななみ（壬生川小）
　　　小学３・４年生　安藤令奈（周布小）
　　　小学５・６年生　大澤里奈（壬生川小）
　　　中学生男子　　　渡部大貴（東予東中）
　　　高校生・一般　　藤井　愛（丹原高）　
■水泳

　小学３年　佐々木　颯（神拝小）　仲田有希（神拝小）
　小学４年　堤　悠真（西条小）　　伊藤麻衣（大町小）
　小学５年　森本敦也（大町小）　　青野詩帆（神拝小）
　小学６年　 　　新田汐莉（飯岡小）
　中学生　　真鍋大世（西条南中）　小網淑織（西条南中）
　高校生　　伊藤寛治（西条高）　　組橋美和（西条高）

ｍ
　小学３年　仲田有希（神拝小）
　小学４年　鴻上紗希（神拝小）
　小学５年　青野詩帆（神拝小）
　小学６年　 　　山地紗希穂（石根小）　
　中学生　　羽倉康喜（西条北中）　三星奈々（西条東中）

ｍ
　小学３年　今井若奈（西条小）
　小学４年　鴻上紗希（神拝小）
　小学５年　森本敦也（大町小）　　山口和華（西条小）
　小学６年　大久保　遼（玉津小）
　中学生　　三星奈々（西条東中）

　小学３年　佐々木　颯（神拝小）　今井若奈（西条小）　
　小学４年　堤　悠真（西条小）
　小学５年　三宅真世（西条小）
　小学６年　矢野慎弥（飯岡小）　　新田汐莉（飯岡小）
　中学生　　組橋星也（西条北中）　加藤真穂（西条北中）
　高校生　　伊藤寛治（西条高）

ｍ
　小学３年　佐々木　颯（神拝小）　今井若奈（西条小）
　小学５年　三宅真世（西条小）　　
　小学６年　矢野慎弥（飯岡小）　　新田汐莉（飯岡小）
　中学生　　真鍋大世（西条南中）　小網淑織（西条南中）
　高校生　　伊藤寛治（西条高）

　小学５年　森本敦也（大町小）　　山口和華（西条小）
　小学６年　山地紗希穂（石根小）
　中学生　　組橋星也（西条北中）    伊藤由貴（西条南中）
　高校生　　中須啓友（今治高）

　小学４年　鴻上紗希（神拝小）
　小学６年

ｍ
　小学６年　曽我来夢（石根小）

　小学４年　堤　悠真（西条小）
　中学生　　組橋星也（西条北中）　三星奈々（西条東中）

■少林寺拳法
団体演武　　　神拝Ｄ
単独演武
　一般有段者　伊藤好彦　　一般段外者　黒川さとみ
　中学生　　　赤瀬健斗
　少年上級　　田中　遥
　少年中級　　大西可奈
　少年下級　　高橋克典
組演武
　一般有段者　伊藤好彦・本田　明
　中学生　　　垣内海渡・佐々木　駿
　少年上級　　田中　遥・白石佳奈子
　少年中級　　小野弘人・川村幸輝
　少年下級　　小野伊武季・高橋澪司
乱捕
　一般有段者　渡部翔太
　一般女子　　髙橋采子
　中学生　　　佐々木　駿
　小学６年　　池内　聖
　小学５年　　一柳和駿
　小学４年　　橋本和樹
　小学３年　　高橋昌也
　小学２年　　宮崎優紀
　小学１年　　合田　零
■陸上

　小学１年　池田桃夏（西条小）
　小学２年　越智勇太（西条小）　　星加七海（西条小）
　小学３年　守口蘭夢（壬生川小）
　小学４年　山田生真（小松小）　　前谷　楓（周布小）
　小学５年　近藤　壮（周布小）　　小山留奈（小松小）
　小学６年　髙橋健吾（周布小）　　神岡真奈（小松小）
　中学１年　古川秀太（西条南中）　藤原佑菜（西条南中）
　中学２年　本宮裕也（西条南中）
　一般男子　和泉　潤

　小学生　　野住洋太（小松小）　　藤原涼華（小松小）
　中学生　　伊藤圭汰（西条南中）　藤田知歩（西条南中）
　一般男子　村上浩樹
走り幅跳び
　小学生　　藤川　佳（周布小）　　前谷　心（周布小）
　中学生　　山本裕規（西条南中）　三宅明果（西条南中）

　一般男子　村上浩樹
■クロッケー

１
■レクリエーションバレーボール
　女性１部　レッドアタック　　
　女性２部　小松ドリーム
　女性３部　国安ファイターズ
　一般１部　パワーズ　　　　　
　一般２部　紫陽花クラブ
　一般３部　オーロラ
■ミニバレーボール
　一般Ａ　北川Ａ　　一般Ｂ　一本松Ａ
■グラウンド・ゴルフ
　団体　小松一柳会Ａ　　　個人　青野浩三
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会
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■軟式野球
　一　般　横綱倶楽部
　中学Ａ　西条東中
　中学Ｂ　河北中
　中学Ｃ　東予東中
　学　童　神拝野球クラブ
■ソフトボール
　一般男子　〔年齢制限なし〕　神戸
　　　　　　
　中学女子Ａ　西条東中
　中学女子Ｂ　丹原東中
　小学男子Ａ　飯岡ソフトボールクラブ
　小学男子Ｂ　玉津ソフトボールスポーツ少年団
　小学男子Ｃ　大町ソフトボールクラブＡ
■バレーボール
　一般女子１部　大町
　一般女子２部　橘
　一般女子３部　大町
　中学男子　丹原東中　　
　中学女子　西条北中
　小学６年以下　西条ひまわりクラブ
　小学５年以下　丹原女子バレーボールクラブ
■サッカー
　中学生Ａ　東予西中　　
　中学生Ｂ　西条南中
　小学生Ａ　ＦＣ西条Ｂ
　小学生Ｂ　三芳スポーツ少年団
　小学生Ｃ　神戸・禎瑞・橘サッカークラブ
■バスケットボール
　中学生男子　西条南中　　
　中学生女子　東予東中
■卓球
硬式・団体
　一般・高校男子　内光会
　一般・高校女子　東予選抜
　中学男子　東予東中　　
　中学女子　西条東中
硬式・個人
　一般男子Ａ　松木　理
　一般男子Ｂ　藤田　匠（西条北中）
　一般女子Ａ　伊藤良子
　一般女子Ｂ　村上桂子
　中学男子　佐伯浩平（丹原東中）
　中学女子　細川亜貴代（西条北中）
ラージボール
　男子ダブルス　大西宗次郎・佐伯　勇
　女子ダブルス　真鍋美智子・鎌田ケイ子
　混合ダブルス　大西宗次郎・真鍋美智子
■ソフトテニス
団体
　中学男子　東予東中　　中学女子　西条東中
個人
　一般男子Ａ　玉井浩貴・佐伯健太
　一般男子Ｂ　青木弘隆・日野征史
　一般女子Ａ　
　藤森　舞（丹原高）・中尾愛実（丹原高）
　一般女子Ｂ　越智厚美・日野文子

■テニス
　男子ダブルスＡ　河田博知・菊池崇行
　男子ダブルスＢ　渡部芳武・高岡哲朗
　男子ダブルスＣ　
　日野新海（東予高）・大塚和成（東予高）
　女子ダブルスＡ　山内万里・廣瀬紀子
　女子ダブルスＢ　
　髙木理香（西条東中）・髙木穂乃香（玉津小）
■バドミントン
　一般１部　十亀匡史・萬條敬太
　一般２部　奥山博文・野中善貴
　一般３部　樫原慎也・今井裕介
　一般４部　岡　和子・岡　美聡
　一般５部　高橋峰子・斉藤千夏
　一般６部　小糸亘代・河野　郁
　一般７部
　斉藤七実（西条南中）・横井光子（西条東中）
　小学１・２年　斉藤さくら（大町小）
　小学３・４年　宇佐美　武（西条小）
　小学５・６年　安永啓人（神拝小）
■弓道
　一般男子　伊藤誉祥
　一般女子　佐伯　円
　高校男子　横山　翔（西条高）
　高校女子　平塚咲菜（丹原高）　
■剣道
団体　中学男子　東予東中Ａ　　
　　　中学女子　東予東中Ｂ
　　　小学５年以上　周布剣道会Ａ
　　　小学４年以下　周布剣道会Ａ
個人　中学男子　黒川昇大（東予東中）
　　　中学女子　佐野李奈（東予東中）
　　　小学男子５・６年　徳永聖門
　　　小学男子３・４年　小野山慶亮
　　　小学男子１・２年　瀬野雄太
　　　小学女子５・６年　柏木愛梨
　　　小学女子３・４年　杉野沙也加
　　　小学女子１・２年　斎藤亜美
■柔道
小学生

以下級　藤田祥多郎（玉津小）
以下級　松井壮大（神戸小）
以下級　渡部　孝（丹原小）
以下級　宮崎航平（大町小）
超級　　瀬尾隆運（小松小）

中学男子
以下級　永井　聡（丹原東中）
以下級　曽我部本気（西条南中）
以下級　近藤慶太（西条北中）
以下級　武田尚大（丹原東中）
超級　　松井大樹（西条南中）

高校男子
以下級　西山弘城（西条高）
以下級　曽我部大輝（西条農高）
超級　　村上昌且（丹原高）

一般男子　無差別級　高山貴広
中学女子　無差別級　岩城莉奈（河北中）



　交通安全思想の普及キ
ャンペーンを展開する全
国キャラバン隊が西条市
を訪れ、約80人の市民や
関係者が出迎えました。
　内閣府特命担当大臣の
メッセージが西条市交通
安全母の会連合会の松木
会長から伊藤市長に伝達
され、市長から「高齢者
を交通事故から守ろう」
と決意を記した色紙が手
渡されました。　

　～おいでや　あそぼや　まちよる
けん～を合言葉に、壬生川の新地通
り商店街で夏彩祭が開かれました。
東予東中学校のブラスバンドを皮切
りに、ステージでは多くの催しが朝
から夕方まで続きました。また、う
なぎのつかみどりやゴーオンジャー
ショーには多くのちびっ子が参加、
大きな歓声をあげていました。夜は
ダンスや盆踊りで盛り上がり、暑さ
を吹き飛ばす「西条パワー」が溢れ
ていました。

　夏の風物詩の「本谷
温泉まつり」が、今年
も盛大に開催されまし
た。会場の本谷公園で
は、恒例の地元小学生
による一輪車パレード
や阿波踊り、ひょっと
こ踊りが披露されまし
た。また、華やかな衣
装のフラダンスでは、
優美な踊りが会場を魅
了し、見物客の盛大な
拍手が山里に響き渡っ
ていました。

　南海地震を想定した総合防災訓練を丹原総合公園で開催しまし
た。当日は、真夏の太陽がふりそそぐ中、参加者は自衛隊や消防
機関などの指導による実践的な訓練を行ったほか、国土交通省や
気象台、各企業による体験・展示コーナーも設置され、災害発生
時の対応能力の向上を図りました。

　マッチシティ「西条市の日」
として、愛媛ＦＣ対サガン鳥栖
戦が、ニンジニアスタジアムで
開催され約500人の西条市民が
応援に駆けつけました。
　会場では、うちぬき水を使っ
た水出しコーヒーや地元産のフ
ルーツを使ったドリンクなどが
飛ぶように売れ、ハーフタイム
には地元バンド「ガンバッタン
・ジャグ・クインテット」によ
る愛媛ＦＣ応援歌の演奏と野菜
ソムリエによる地元野菜の宣伝
を行い、観客の視線を一身に浴
びながら、音楽と西条産品の魅
力をＰＲしました。

　地球温暖化など環境問題に
対する理解を広めるため、バ
イオ燃料で走るバスで西日本
を横断している東海大学チャ
レンジセンターの環境キャラ
バン隊がやってきました。
　夏休み最後の日曜日、鉄道
歴史パークでバイオ燃料を使
ったバスの体験乗車やエコク
イズ、打ち水体験などのイベ
ントを行い、訪れた家族など
が楽しく地球温暖化について
知ることができました。
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　(財)自治総合センターコミュニティ助成事業の宝くじの普及広報事
業として、次世代育成支援スポーツ事業「窪田夕子バスケットボール
教室」が、東予体育館で実施されました。
　参加した市内の小学生約100人は、午前中はパス、ドリブルなどの
基礎練習、午後には新居浜商業高等学校女子バスケットボール部員と
のミニゲームを行いました。生徒は、窪田先生の指導や部員の模範演
技を見たり聞いたりしながら、熱心に取り組んでいました。

　石鎚山系での山岳事故を想定し、西条市東消防署山岳救助隊
および西条市消防団山岳遭難救助隊が愛媛県消防防災航空隊と
連携を図り、救助を行う訓練がありました。
　当日は、消防団山岳遭難救助隊員21人を含む42人が、本番さ
ながらの緊張感の中、急傾斜地での救出や負傷者の搬送、防災
ヘリコプターでの吊り上げ収容などの訓練を行い、山岳救助の
技術を磨きました。

　差別をなくする市民の集い西条会場では、ＮＰＯ法人プロジェ
クト２００８の皆さんによるハンセン病問題をテーマとした人権
啓発劇「ふるさと」が総合文化会館で上演されました。上演後に
は劇のモデルとなった本市出身のハンセン病元患者の方も登壇さ
れ、差別や偏見をなくすことの大切さを強く訴えられました。ま
た、丹原会場でもハンセン病問題をテーマとして、丹原西中学校
人権委員会の皆さんによる人権集会の報告と、シンガーソングラ
イター沢知恵さんの人権コンサートが行われました。

　郷土の発展のため、多大な貢献をされてきた高齢者の皆さん
の長寿をお祝いする敬老会が市内各地（丹原地区を除く）で開
催されました。どの会場でも、お世話をいただいた婦人会や社
会福祉協議会、自治会の皆さんの温かい細やかな心遣いが伝わ
る素晴らしい敬老会でした。出席した高齢者の皆さんも笑顔い
っぱいでアトラクションなどを楽しみ「元気をいただきました
ありがとうございました」とお礼を述べていました。

　市内在住の最高齢者
である佐々木アイヱさ
ん（満107歳）のもと
を伊藤市長が訪れ「市
民を代表してお慶びを
申し上げます。これか
らも益々お元気でお過
ごしください」と記念
品をお渡しし、病院の
関係者と一緒にご長寿
をお祝いしました。

　今年で13回目となる
「かかしコンテスト」
がＪＡ周桑直販所「周
ちゃん広場」において
開催されました。
　このコンテストは西
条市青年農業者協議会
の主催で、農業をより
身近に感じてもらうこ
とを目的に開催されて
おり、当日は、市内の
小学生の皆さんが作成
した17体の「かかし」
が来店した方々の目を
和ませていました。

▲
真
剣
な
眼
差
し
で
指
導
さ
れ
る
窪
田
先
生

8／ 3 1  西条会場

9／6  丹原会場

９／２

。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市の皆さん、こんにちは！　　　 　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　私はアメリカのコロラド州から来たダニエル・ピエールといいま
　　　　　　　　　　　　　　　　　す。専攻は国際関係政治学で、今年リッチモンド大学を卒業しまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　た。大学では日本語も勉強していて、静岡県浜松市に２カ月留学し
　　　　　　　　　　　　　　　　　たことがあります。日本と日本語を勉強したことが私の人生に素晴
らしい影響を与えたことを、皆さんにお伝えしたいと思います。
　どうして日本語を勉強しているのかと、よく聞かれます。日本文化についての興味深い授業を受けて以
来、日本の文化や生活に興味を持ちました。日本の集団主義とアメリカの個人主義が相対するものだとい
うことを学び、私は日本語を勉強することで日本の文化を深く知ろうと努めました。
　日本語を勉強することに決めたことは、私の人生を大きく変えました。浜松市に留学していた時、日本
のさまざまなことを教えてくれるホストファミリーと一緒に住んでいました。日本語を丁寧に教えてもら
い、日本社会にスムーズに溶け込めるように導いてもらった私は、第二言語を学ぶ価値に初めて気付きま
した。日本語を勉強していなかったら、日本のことも、自分のことも、異文化交流の大事さもいまだに分
からなかったかもしれません。
　浜松市に留学した後、異文化交流を通して、自分が成長し続けられるように頑張ろうと誓いました。そ
して今は、西条市で私が経験した異文化交流と言語研究の大切さを皆さんに伝えられたら幸いです。
　私は日本のビールと日本酒が好きで、テキーラも特に好きです。私を見かけたら、ぜひ声をかけてくだ
さい。一緒にお酒を飲み、カラオケに行く友達募集中です。
　よろしくお願いします！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手

　ダニエル・ピエールさん
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○10月14日㈫　13時～17時　壬生川公民館
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■行政相談
○10月７日㈫・11月４日㈫　13時～15時
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○10月14日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○10月28日㈫　９時～12時　中川公民館　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○10月７日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民相談課
○10月21日㈫　13時～15時　禎瑞公民館
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○10月24日㈮　13時～15時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218

■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は10月１日～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○10月８日㈬・22日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○10月８日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1463
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は14頁上段掲載）
○９時～16時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■社会保険出張相談
　10月８日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■無料不動産相談
　10月10日㈮　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■土地建物取引相談
　10月８日㈬　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
　※10月15日㈬・16日㈭は休みます。
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■専門相談員によるＤＶ相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日　８時30分～17時15分　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　10月21日㈫　10時～12時　丹原公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■社会保険等相談
　10月９日㈭　10時～16時　総合福祉センター
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482

■お酒の悩み相談
　10月22日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　10月29日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階101会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

　不登校の延長や何らかの理由で離
職し、その後も無業の状態で社会か
ら引きこもっている若者やその保護
者を相談員が訪問し、進路・支援な
どの情報提供をします。
◆費用　無料（訪問は原則１回）
◆問合せ
　カウンセリングスペース・麦の家
　℡089－923－4481

◆日時・場所　
10月２日㈭　10時～15時　紺屋町商店街フロム
10月６日㈪　10時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
◆相談内容　不動産の相続・売買等の登記、
供託の手続、訴訟手続、公正証書の作成など
※公証に関する相談は紺屋町のみ。
◆問合せ　愛媛県司法書士会西条支部
２日開催分：小寺事務所　℡0897－55－6313
６日開催分：渡部事務所　℡0898－64－3212

司法書士による
無料法律相談所を開設します

ニート支援
相談員が家庭訪問します

フリーダイヤル　０１２０－０２５－５５０
　　　　　　（携帯電話からの相談可）
◆日時　10月17日㈮　９時～21時
◆相談内容　高齢者・障害のある人の扶
養、介護、独居、社会参加など高齢者・
障害のある人の人権問題に関する相談
※予約不要、無料、秘密厳守。
◆問合せ　松山地方法務局人権擁護課
　　　　　℡089－932－0888

高齢者・障害のある人の人権
問題に関する12時間電話相談

ばく いえ
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　教室では運動の仕方を習得し、その後、自主トレーニングができるよう、
生活習慣の改善をお手伝いします。
　また、体組成測定や腹囲測定などで、身体状況を評価します。

　保健センターが実施する教室などに
参加して運動方法の基本を習得されて
いる方、ウォーキングや自宅で運動を
継続されている方を対象に、少し運動
量を増やした教室を行います。
　今よりも運動量や運動強度を上げたい方、教室に参加し
てみませんか。

対象　40歳～74歳の方で、運動経験のある方
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合
　があります。

内容　音楽に合わせての運動や、ボールなどを使っての運
　　動を行います。また、体組成測定や腹囲測定などで、
　　身体状況を評価します。
申込期間　10月７日(火)～　※定員になり次第、締め切ります。

対象　40歳～74歳の方で、次のいずれかに該当する方。
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする
　場合があります。

申込期間　10月３日(金)～　※定員になり次第、締め切ります。

日時　①10月21日～12月12日　毎週火・金曜日
　　　　９時30分～11時
　　　②10月30日～12月25日　毎週火・木曜日
　　　　19時～20時30分
　　　③11月１日～12月24日　毎週水・土曜日
　　　　13時30分～15時
　　　④11月５日～１月７日　毎週月・水曜日
　　　　19時～20時30分
内容　トレーニング機器での運動・水中運動
申込先　中央保健センター

日　時　11月６日～１月８日　毎週月・木曜日
　　　　13時30分～15時
申込先　小松保健センター

日　時　11月４日～１月13日　毎週火・金曜日
　　　　13時30分～15時
申込先　丹原保健センター

日　時　10月29日～12月19日　毎週水・金曜日
　　　　13時30分～15時
申込先　東予保健センター

東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）開催分

小松保健センター開催分

丹原保健センター開催分

総合福祉センター（もてこい元気館）開催分

※丹原保健センターでの教室は、11月から随時開催します。

【ＢＭＩの計算方法】

ＢＭＩ＝ 体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
例）体重60㎏で身長160㎝の場合
　　60（㎏）÷1.6（ｍ）÷1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値 23.4

日時　①10月７日～12月２日　毎週火・木曜日
　　　　９時30分～11時
内容　自分の体重やボールなどを使った運動
申込先　小松保健センター

日時　①10月24日～２月20日　毎週金曜日
　　　　19時～20時30分
内容　自分の体重やボールなどを使った運動
申込先　東予保健センター

東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）開催分

石根公民館　開催分
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23日㈭　   9：30～11：00　東予南地域交流センター

23日㈭　 10：30～11：30　大町公民館

14日㈫　   9：30～11：00　中央保健センター

２日㈭　   9：30～11：00　丹原保健センター

６日㈪　 13：30～15：00　東予保健センター

10日㈮　   9：30～11：00　小松保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
10/３㈮　中央保健センター     9:00～11:00
10/６㈪　小松保健センター     9:00～11:00
10/７㈫　東予保健センター     9:00～11:00
10/10㈮　丹原保健センター     9:00～11:00
10/20㈪　中央保健センター     9:00～11:00
10/31㈮　東予保健センター     9:00～11:00

■産業保健健康相談
○日時　10月23日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　10/６㈪・20㈪　13:30～14:30
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　 10:00～11:00
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　  9:00～15:00
◆精神保健相談（要予約）
　10/１㈬　13:30～15:30
◆女性の健康相談（要予約）
　10/14㈫　13:00～15:00
◆難病医療相談（要予約）
　10/28㈫　13:30～15:30
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■10月の献血日程
10/17㈮　市庁舎本館　　　     9:30～12:00
10/22㈬　愛媛県建設業協会西条支部
　　　 　　  10:00～11:30、  12:30～16:00
○問合せ　西条保健所　 ℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

21日㈫
30日㈭

28日㈫

８日㈬
９日㈭

７日㈫
２日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成20年６月１日～
６月30日の出生児

平成20年６月１日～
７月31日の出生児13：00～13：30

中央

西条・氷見・神戸 10／１㈬

13：20～13：50
神拝 10／８㈬
大町・禎瑞・橘・加茂・大保木 10／10㈮
玉津・飯岡 10／22㈬
接種もれの方 10／31㈮

中央保健センター

実施場所 対象地区 日　程 受付時間

多賀・三芳・庄内 10／３㈮
周布・国安・楠河 10／９㈭東予保健センター
吉井・壬生川・吉岡 10／28㈫
丹原地区 10／21㈫ 14：00～14：30

14：00～14：30

丹原保健センター

小松地区 10／24㈮
14：00～14：20小松農村環境改善センター
15：00～15：30小松保健センター

西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年３月１日～
３月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診 13：00～13：30 東予

平成17年９月１日～
９月30日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

　毎年6,000人の方が、突然、白血病などの血液難病にかかっています。
　骨髄液の提供（骨髄移植）というあなたの善意が、白血病や重症再生不良
性貧血などの血液難病患者さんの命を救います。
　全国でドナ－登録30万人を目標に、骨髄バンクへの登録を呼びかけていま
す。18歳から54歳までの健康な方の登録をお願いします。
市内の骨髄バンク登録窓口・開設日
　西条保健所　℡0897－56－1300　　毎週月曜日（祝日除く）　※要予約
問合せ　愛媛県庁薬務衛生課　℡089－912－2391
　　　　(財)骨髄移植推進財団　℡0120－445－445

　私たちのまわりや暮らしの中で、たくさんの薬が使われています。薬は乱
用すると副作用によって、事故が起きたり、死者を出したりすることもあり
ます。医師や薬剤師などに相談し、安全に効果的に使用しましょう。
薬の１１０番　薬に関するご相談に応じます！
　愛媛県と(社)愛媛県薬剤師会では、月～金曜日（祝日・年末年始を除く）に
薬についての相談に応じています。
○愛媛県薬務衛生課　薬事係　℡089－912－2391
　受付時間：８時30分～12時、13時～17時30分
○(社)愛媛県薬剤師会　℡089－941－4165
　受付時間：８時30分～17時30分

対象　生後３カ月～90カ月の
　　乳幼児
必要なもの　母子健康手帳・
　　育児のしおり
※投与前後の約30分は、飲食
　させないでください。詳し
　くは「育児のしおり」をご
　覧ください。
※転入された方には「育児の
　しおり」をお渡ししますの
　で、ご連絡ください。
問合せ　各保健センター

　平均寿命が延びている昨今、少しでも長く健康で自立
した生活を送れることが理想です。健康寿命を延ばすた
め、身近な病気について勉強してみませんか？
申込先　開催場所の保健センター

タバコについての健康講座
～なぜタバコをやめられないの!?～

開催日・場所：10月９日(木)　東予保健センター
時　間：19時30分～21時
対　象：禁煙したい方、家族に喫煙者がいる方
定　員：80人程度
講　師：いしづちやまクリニック　中川秀和氏

男性のための健康講座
～知っておきたい男性の病気～

開催日・場所：10月28日(火)　東予保健センター
　　　　　　　10月30日(木)　中央保健センター
時　間：19時30分～21時
対　象：男性
定　員：各80人程度
講　師：28日…市立周桑病院　泌尿器科　越智淳三氏
　　　　30日…西条愛寿会病院　泌尿器科　守山和道氏

よくわかるメタボリック予防講座
開催日・場所：11月11日(火)　中央保健センター
　　　　　　　11月20日(木)　東予保健センター
時　間：19時30分～21時
定　員：各80人程度
講　師：11日…済生会西条病院　南尚佳氏
　　　　20日…森内科　森俊雄氏

　高齢者がインフルエンザにかかった場合、肺炎を併発
するなど重症化しやすく命にかかわることもあります。
　流行に備えて、12月中旬までに予防接種を受け、イン
フルエンザの予防に努めましょう。
接種費用の一部を市が負担します
　65歳以上の方などがインフルエンザ予防接種を受ける
とき、費用の一部を市が負担します。
　市の負担は実施期間中１回のみです。
接種券の交付対象者・交付方法
○65歳以上の方には、接種券等をご自宅に郵送します。
○60歳以上65歳未満で、心臓・じん臓、呼吸器に身体障
　害者１級相当の障害があり、予防接種を希望される方
　は、保健センターへご連絡ください。
接種方法
　10月15日(水)～12月31日(水)の間に必ず医療機関に予約し
て、接種券と予診票を持って接種を受けてください。
接種費用　1,000円（医療機関の窓口でお支払いください）
接種できる医療機関
　接種券をご覧いただくか、保健センターへお問い合わ
せください。
市外（県内）でも予防接種を受けられます
　かかりつけ医が市外の場合や市外の施設に入所してい
る場合など、要件を満たせば協力医療機関で接種するこ
とができます。
　詳しくは中央保健センターへお問い合わせください。

★今後開催予定の市民健康講座
　お口の健康講座、脳の病気について（開催日などは
順次、広報紙でお知らせします）

　総合福祉センター（もてこい元気館）は、秋祭り期間
中の開館時間を次のとおり変更します。
期間・開館時間　10月14日(火)～16日(木)　８時30分～17時
※駐車場は閉鎖しません。15日はアクアホールを休館。

　食事バランスガイドで自分に見合った食事の量を知っていただき、あなた
自身の食生活をプランニング（計画）します。
　講座には基礎編と応用編があり、来年３月まで隔月で実施します。

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　10月・11月の日程等

10月24日(金) 11月21日(金)

東予保健センター 10月10日(金) 11月14日(金)

丹原保健センター 10月31日(金) 11月28日(金)

小松保健センター 10月３日(金) 11月７日(金)

場所・申込先

13時30分～15時

基　礎　編 応　用　編 受講時間
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23日㈭　   9：30～11：00　東予南地域交流センター

23日㈭　 10：30～11：30　大町公民館

14日㈫　   9：30～11：00　中央保健センター

２日㈭　   9：30～11：00　丹原保健センター

６日㈪　 13：30～15：00　東予保健センター

10日㈮　   9：30～11：00　小松保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
10/３㈮　中央保健センター     9:00～11:00
10/６㈪　小松保健センター     9:00～11:00
10/７㈫　東予保健センター     9:00～11:00
10/10㈮　丹原保健センター     9:00～11:00
10/20㈪　中央保健センター     9:00～11:00
10/31㈮　東予保健センター     9:00～11:00

■産業保健健康相談
○日時　10月23日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　10/６㈪・20㈪　13:30～14:30
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　 10:00～11:00
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　  9:00～15:00
◆精神保健相談（要予約）
　10/１㈬　13:30～15:30
◆女性の健康相談（要予約）
　10/14㈫　13:00～15:00
◆難病医療相談（要予約）
　10/28㈫　13:30～15:30
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■10月の献血日程
10/17㈮　市庁舎本館　　　     9:30～12:00
10/22㈬　愛媛県建設業協会西条支部
　　　 　　  10:00～11:30、  12:30～16:00
○問合せ　西条保健所　 ℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

21日㈫
30日㈭

28日㈫

８日㈬
９日㈭

７日㈫
２日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成20年６月１日～
６月30日の出生児

平成20年６月１日～
７月31日の出生児13：00～13：30

中央

西条・氷見・神戸 10／１㈬

13：20～13：50
神拝 10／８㈬
大町・禎瑞・橘・加茂・大保木 10／10㈮
玉津・飯岡 10／22㈬
接種もれの方 10／31㈮

中央保健センター

実施場所 対象地区 日　程 受付時間

多賀・三芳・庄内 10／３㈮
周布・国安・楠河 10／９㈭東予保健センター
吉井・壬生川・吉岡 10／28㈫
丹原地区 10／21㈫ 14：00～14：30

14：00～14：30

丹原保健センター

小松地区 10／24㈮
14：00～14：20小松農村環境改善センター
15：00～15：30小松保健センター

西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年３月１日～
３月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診 13：00～13：30 東予

平成17年９月１日～
９月30日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

　毎年6,000人の方が、突然、白血病などの血液難病にかかっています。
　骨髄液の提供（骨髄移植）というあなたの善意が、白血病や重症再生不良
性貧血などの血液難病患者さんの命を救います。
　全国でドナ－登録30万人を目標に、骨髄バンクへの登録を呼びかけていま
す。18歳から54歳までの健康な方の登録をお願いします。
市内の骨髄バンク登録窓口・開設日
　西条保健所　℡0897－56－1300　　毎週月曜日（祝日除く）　※要予約
問合せ　愛媛県庁薬務衛生課　℡089－912－2391
　　　　(財)骨髄移植推進財団　℡0120－445－445

　私たちのまわりや暮らしの中で、たくさんの薬が使われています。薬は乱
用すると副作用によって、事故が起きたり、死者を出したりすることもあり
ます。医師や薬剤師などに相談し、安全に効果的に使用しましょう。
薬の１１０番　薬に関するご相談に応じます！
　愛媛県と(社)愛媛県薬剤師会では、月～金曜日（祝日・年末年始を除く）に
薬についての相談に応じています。
○愛媛県薬務衛生課　薬事係　℡089－912－2391
　受付時間：８時30分～12時、13時～17時30分
○(社)愛媛県薬剤師会　℡089－941－4165
　受付時間：８時30分～17時30分

対象　生後３カ月～90カ月の
　　乳幼児
必要なもの　母子健康手帳・
　　育児のしおり
※投与前後の約30分は、飲食
　させないでください。詳し
　くは「育児のしおり」をご
　覧ください。
※転入された方には「育児の
　しおり」をお渡ししますの
　で、ご連絡ください。
問合せ　各保健センター

　平均寿命が延びている昨今、少しでも長く健康で自立
した生活を送れることが理想です。健康寿命を延ばすた
め、身近な病気について勉強してみませんか？
申込先　開催場所の保健センター

タバコについての健康講座
～なぜタバコをやめられないの!?～

開催日・場所：10月９日(木)　東予保健センター
時　間：19時30分～21時
対　象：禁煙したい方、家族に喫煙者がいる方
定　員：80人程度
講　師：いしづちやまクリニック　中川秀和氏

男性のための健康講座
～知っておきたい男性の病気～

開催日・場所：10月28日(火)　東予保健センター
　　　　　　　10月30日(木)　中央保健センター
時　間：19時30分～21時
対　象：男性
定　員：各80人程度
講　師：28日…市立周桑病院　泌尿器科　越智淳三氏
　　　　30日…西条愛寿会病院　泌尿器科　守山和道氏

よくわかるメタボリック予防講座
開催日・場所：11月11日(火)　中央保健センター
　　　　　　　11月20日(木)　東予保健センター
時　間：19時30分～21時
定　員：各80人程度
講　師：11日…済生会西条病院　南尚佳氏
　　　　20日…森内科　森俊雄氏

　高齢者がインフルエンザにかかった場合、肺炎を併発
するなど重症化しやすく命にかかわることもあります。
　流行に備えて、12月中旬までに予防接種を受け、イン
フルエンザの予防に努めましょう。
接種費用の一部を市が負担します
　65歳以上の方などがインフルエンザ予防接種を受ける
とき、費用の一部を市が負担します。
　市の負担は実施期間中１回のみです。
接種券の交付対象者・交付方法
○65歳以上の方には、接種券等をご自宅に郵送します。
○60歳以上65歳未満で、心臓・じん臓、呼吸器に身体障
　害者１級相当の障害があり、予防接種を希望される方
　は、保健センターへご連絡ください。
接種方法
　10月15日(水)～12月31日(水)の間に必ず医療機関に予約し
て、接種券と予診票を持って接種を受けてください。
接種費用　1,000円（医療機関の窓口でお支払いください）
接種できる医療機関
　接種券をご覧いただくか、保健センターへお問い合わ
せください。
市外（県内）でも予防接種を受けられます
　かかりつけ医が市外の場合や市外の施設に入所してい
る場合など、要件を満たせば協力医療機関で接種するこ
とができます。
　詳しくは中央保健センターへお問い合わせください。

★今後開催予定の市民健康講座
　お口の健康講座、脳の病気について（開催日などは
順次、広報紙でお知らせします）

　総合福祉センター（もてこい元気館）は、秋祭り期間
中の開館時間を次のとおり変更します。
期間・開館時間　10月14日(火)～16日(木)　８時30分～17時
※駐車場は閉鎖しません。15日はアクアホールを休館。

　食事バランスガイドで自分に見合った食事の量を知っていただき、あなた
自身の食生活をプランニング（計画）します。
　講座には基礎編と応用編があり、来年３月まで隔月で実施します。

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　10月・11月の日程等

10月24日(金) 11月21日(金)

東予保健センター 10月10日(金) 11月14日(金)

丹原保健センター 10月31日(金) 11月28日(金)

小松保健センター 10月３日(金) 11月７日(金)

場所・申込先

13時30分～15時

基　礎　編 応　用　編 受講時間
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10月の当番病医院 ※当番病医院は変更する場合がありますので、受診される方は各病医院
　もしくはテレホンサービス ℡0897－58－2200 でご確認ください。

※　当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院で確認してください。　　
※　急病以外は診療時間内に受診しましょう。　　

区分
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（昼間）９時から18時まで

休日の当番病医院

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

日
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（夜間）18時から22時まで

日 区分

平日夜間の当番病医院

区分日

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科

内科
外科

旅券（パスポート）の窓口が市役所になります
10月６日から受付開始　受付：月～金（祝日は除く）8:30～17:00

　交付手続きは、市庁舎本館１階の市民課で行います。
　これに伴い、愛媛県東予地方局の旅券窓口は閉鎖されます。

　■問合せ：市庁舎本館市民課　市民係（℡0897－52－1211）

米田脳神経外科（56－9165）

まなべ病院 （57－7011）

森内科 （64－5858）

渡部内科病院 （64－1200）

中村内科胃腸科（68－4976）

森山内科 （65－4332）

西条中央病院 （56－0300）

あぜち内科 （52－1630）

坂根医院 （55－4021）
村上記念病院 （56－2300）
済生会西条病院（55－5100）

和田内科皮膚科（55－0515）
西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院（55－5100）

としもり内科 （53－6300）

星加小児科内科F.C （55－3105）

かりやま整形外科 （47－1717）

宮島小児科医院 （55－2615）

あおのクリニック （52－1155）

まなべ病院 （57－7011）

高橋こどもクリニック（55－0776）

松本整形外科 （52－1011）

田渕外科 （65－5651）

黒田医院 （64－3780）

森山内科 （65－4332）
横山病院 （72－2121）

中村医院 （66－0606）

横山病院 （72－2121）

まなべ病院 （57－7011）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

（55－2002）星加医院

回生堂医院 （55－3101）

まつうら小児科 （64－0460）

村上内科皮膚科 （72－2436）

飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）

西条愛寿会病院 （55－2300）

西条愛寿会病院 （55－2300）

ながい小児科 （53－7707）

横山病院 （72－2121）

横山病院 （72－2121）

米田脳神経外科 （56－9165）

近藤クリニック （64－2760）

５
(日)
12
(日)
13
(月)
19
(日)
26
(日)

田中内科 （66－1700）
横山病院 （72－2121）

７
(火)

16
(木)

15
(水)

14
(火)

11
(土)

８
(水)
９
(木)
10
(金)

21
(火)

20
(月)

18
(土)

17
(金)

27
(月)

25
(土)

24
(金)

22
(水)
23
(木)

30
(木)西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院 （55－5100）
坂根医院 （55－4021）

（55－2002）星加医院

土岐医院 （56－2090）

和田内科皮膚科 （55－0515）

こまつ医院 （72－5862）

松田循環器科内科 （76－1117）

浦部医院 （72－3266）

共立病院 （64－2662）

茎田医院 （66－0555）

今井クリニック整形外科（68－8118）

安永クリニック （64－5760）

いしづちやまクリニック（68－8885）

渡部内科病院 （64－1200）

森内科 （64－5858）

福田医院 （68－7243）

田中内科 （66－1700）

６
(月)

４
(土)

３
(金)

１
(水)
２
(木)

29
(水)

28
(火)

31
(金)

弓山外科 （64－3182）

秋山医院 （56－0885）

キッズクリニックパパ （76－1788）

奥田外科 （64－3331）

玉置内科小児科 （66－3735）

河野内科医院 （73－2950）

伊藤医院 （64－2384）

横山病院 （72－2121）
近藤クリニック （64－2760）

平田クリニック （76－2256）

あおの循環器科 （68－3300）

そのべ医院 （64－0660）

行本医院 （66－0609）
篠原内科外科耳鼻科（56－3521）
矢野医院 （55－1777） 西条中央病院 （56－0300）

あぜち内科 （52－1630）

済生会西条病院 （55－5100）

弓山外科 （64－3182）

中村内科胃腸科 （68－4976）

まなべ病院 （57－7011）
西条中央病院 （56－0300）

村上記念病院 （56－2300）

済生会西条病院（55－5100）

松本整形外科 （52－1011）
秋山医院 （56－0885）
矢野医院 （55－1777）

西条中央病院 （56－0300）

まなべ病院 （57－7011）
矢野医院 （55－1777）
回生堂医院 （55－3101）

ながい小児科 （53－7707）

星加小児科内科F.C （55－3105）

あおのクリニック （52－1155）

まなべ病院 （57－7011）
行本医院 （66－0609）

安永クリニック （64－5760）

渡部内科病院 （64－1200）

茎田医院 （66－0555）
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No.38　ハチクマ（夏鳥）
　夏鳥として山地に渡来し繁殖。地蜂の幼虫を好んで食べ
ています。ハチを食べるクマタカということからこの名前
がつきました。西条では９月下旬から八堂山上空を西へ渡
るサシバやノスリと一緒に見られるので、飛翔姿でタカの
識別を楽しんではいかがでしょう。

撮
影：

十
亀
茂
樹

　

丹
原
町
今
井
に
あ
る
福
岡
八
幡

神
社
は
、
道
前
平
野
に
ぽ
つ
り
と

あ
る
標
高
60
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

丘
で
あ
る
お
し
ぶ
の
森
の
山
頂
に

あ
り
ま
す
。
本
殿
へ
上
る
１
８
７

段
の
急
な
石
段
の
両
側
に
は
、
多

種
多
様
な
樹
木
が
茂
っ
て
お
り
、

か
つ
て
は
亜
熱
帯
の
北
限
か
つ
亜

寒
帯
の
植
物
が
混
生
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
国
の
天
然
記
念
物
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

古
く
は
源
頼
朝
が
神
領
と
認
め

た
こ
の
神
社
も
、
豊
臣
秀
吉
の
四

国
征
伐
で
焼
失
、
江
戸
時
代
に
松

山
藩
主
と
な
っ
た
加
藤
嘉
明
は
、

松
山
藩
の
東
の
守
り
神
と
し
て
再

建
し
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　

神
社
に
は
県
指
定
の
文
化
財
で

あ
る
「
中
細
形
銅
剣
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
銅
剣
は
、
願
連
寺
の
泉

か
ら
発
見
さ
れ
た
弥
生
時
代
中
期

か
ら
後
期
の
も
の
で
、
大
陸
の
青

銅
器
文
化
の
伝
来
を
物
語
る
も
の

で
す
。
県
内
各
地
で
発
見
さ
れ
て

い
る
平
形
銅
剣
よ
り
も
古
く
、
現

在
見
つ
か
っ
て
い
る
青
銅
器
遺
品

の
う
ち
で
は
最
古
の
も
の
と
思
わ

れ
、
完
全
な
形
で
出
土
し
た
も
の

と
し
て
は
、
県
内
唯
一
で
す
。

　

毎
年
、
10
月
16
日
の
秋
祭
り
に

は
、
午
前
８
時
頃
氏
子
町
内
の
だ

ん
じ
り
な
ど
数
台
が
集
ま
り
、
宮

出
し
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
す
。

■
住
所　

丹
原
町
今
井
５

■
駐
車
場　

あ
り

N

福岡八幡神社

丹原総
合支所

丹原
小学校

丹原東中学校

GS

GS

丹原町今井

丹原町池田

兼久池

丹
原
総
合
公
園

48

147

　

第
41
回
　

福

岡

八

幡

神

社

▲急な階段を上ると風格の
ある社殿が見える

▲県指定の文化財「中細形
銅剣」

平成20年８月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　115,188 人   （－ 47人）

　男　　  55,189 人   （－ 29人）

　女　　  59,999 人   （－ 18人）

世　帯　 47,288世帯（＋26世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）
■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）
■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）
■民話テレホン
　0897ー52ー1270（常時）

　暑かった夏も過ぎ、虫の音が心地
よい季節になりました。この時期に
なると虫の音の他にも聞こえてくる
素敵な音が…。そうです！その魅惑
の音の正体こそ鉦や太鼓の音です！
　今年も西条っこの血が騒ぐお祭り
がすぐそこに。
　担き夫の皆さん。気合一発！地元
の誇りを胸に、子どもたちに引き継
ぐ素晴らしいお祭りをし、笑顔で普
段の生活に戻りましょう。　　（あ）
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

西条市合同慰霊祭 9：00 10：00 大ホール
小ホール
展示室

人材マッチング・合同就職面接会
常用就職面接会：13時～　新規高卒予定者就職フェア：16時～ 13：00

吹奏楽クリニック

ＮＡＫ周桑支部歌謡祭　特別ゲスト：秋元順子・岡田しづき

土25

四国巡礼キャラバンコンサート
徳島文理大学　ウインドオーケストラ特別演奏会日12

日５10

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

10

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

13：00

丹原文化会館　℡0898－68－3555300円

1000円

9：00 全　館

丹原文化会館　℡0898－68－3555整理券必要14：00 大ホール

9：30 ＮＡＫ周桑支部　℡0898－64－552210：00 大ホール

【10月の休館日】 毎週月曜日（13日開館）

【10月の休館日】 毎週月曜日（13日開館）、14日㈫～16日㈭

８
12
水
日

無　料

無　料

西条市産業振興課　℡0897－52－1220

無　料 西条市社会福祉課　℡0897－52－1288
渡辺小百合『鉄道員（ぽっぽや）』朗読会 13：30 14：00

18：00

小ホール 1500円 総合文化会館　℡0897－53－5500
『新幹線生みの親・十河信二』写真展　※17時まで展示 9：00 展示室 西条市企画課　℡0897－52－1244

3500円キマグレン ｆｒｏｍ ＺＵＳＨＩ　～ LIFE is LIVE ～ 17：30 大ホール 総合文化会館　℡0897－53－5500
土
日

25
26

木30

水29
日26

土25
14：00 無　料ピアノ発表会 13：30 小ホール 伊藤　℡0898－72－5728日19
12：00 1000円社交ダンスパーティー 11：30 小ホール 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－6348日12

19：00 無　料「図書館の可能性について」－ひとづくり、まちづくりの拠点を目指してー 18：30 小ホール 市教育委員会教育総務課　℡0897－52－1609水８
9：30 無　料兼若歌謡教室　歌謡祭　椎名佐千子オンステージ 9：15 大ホール 兼若歌謡教室　℡0897－56－9715日５
18：00 2500円新井満さんをお迎えして「講演と朗読と歌唱の夕べ」 17：30 大ホール 千の風になってのまちづくり実行委員会（塩崎）℡090－2826－7276水１

無　料水墨画　稲田玉華卆寿記念　第12回五彩会　合同作品展
※17時（最終日16時）まで展示 10：00 展示室 五彩会（稲田）　℡0897－55－7772

10/12 日 14時開演　丹原文化会館大ホール

入場無料（丹原文化会館などで入場整理券を配布しています）

総合文化会館大ホール

平成21年

２/16 月 19時開演

プレリクエスト先行発売
ローソンチケットのみ
10月18日㈯　10時発売開始（※期間限定）

入場料：5,000円（全席指定）

一般発売
総合文化会館、ローソンチケット
11月８日㈯　10時発売開始

開催日　丹原文化会館　12月13日(土)・14日(日)
　　　　総合文化会館　12月20日(土)・21日(日)
申込期限　丹原文化会館　11月７日(金)（必着）
　　　　　総合文化会館　10月31日(金)（必着）
※所定の申込用紙にて、各文化会館へお申し込みください。

ピアノを使用したものであれば、どなたでも参加できます！

西条市洲之内甲６４４

筋
肉
の
麻
痺
、関
節
の
拘
縮
に
よ
る

歩
行
困
難
で
お
困
り
の
方
を
在
宅

療
養
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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